
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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1　初はつ恋こいの人ひと







　十一月がつ最さい後ごの日にち曜よう日び、あたし、黒くろ沢さわ花はな美びのもとへ、少すこし早はやめのクリスマスプレゼントがとどいた。

「えっ!?　うそ!?　うそーーっ！」

　アメリカに住すんでいる綾あや瀬せ大和やまと君くんからのＬＩＮＥラインを読よみ、思おもわず大おおきな声こえをあげる。

「ちょっと、ハナビ！　ここ、本ほん屋やよ！」

　となりで、手て作づくりのクリスマスケーキの本ほんを見みていた親しん友ゆうの山やま田だ星空ティナちゃんが、あわててあたしの口くちを手てでふさいだ。しずかな本ほん屋やにひびいた声こえに、おどろいたお客きゃくさんがふしぎそうな顔かおで、あたしを見みている。

「す、すみません。」

　急きゅうにはずかしくなって、頭あたまを下さげる。

「とつぜん、なんなのよ？」

　ティナちゃんが小こ声ごえで、頭あたまをよせてくる。

「ごめんっ。でも、ヤマト君くんが、ヤマト君くんがねっ。」

　このよろこびを伝つたえたくて、ヤマト君くんからとどいたＬＩＮＥラインをティナちゃんに見みせた。

　ヤマト君くんは三つ年とし上うえの高こう校こう二年ねん生せい。初はつ恋こいの人ひとだ。あたしが今いま住すんでいる叔お母ばの愛あい子こさんちに、去きょ年ねんの六月がつまでいっしょに住すんでいた。

　けれど、お父とうさんの転てん勤きんで、アメリカのロサンゼルスに行いってしまったので、去きょ年ねんの夏なつ以い来らい、一年ねん以い上じょう会あえていない。

「なになに？　『神こう戸べにいる親しん戚せきの結けっ婚こん式しきで、今こん週しゅう末まつ、日に本ほんへ帰かえることになった。』、よかったじゃない、ひさしぶりに会あえるってわけね！」

「でしょ!?　続つづきっ、続つづきも読よんでっ！」

　あたしはティナちゃんのうでをつかんで、さいそくする。

「はいはい。『そのまま年とし明あけまで日に本ほんにいる予よ定ていです。』、えっ？　ということは、クリスマスを、いっしょにすごせるってこと!?　キャー！　おめでとう、ハナビ！」

　今こん度どはティナちゃんの大おおきな声こえが、本ほん屋やじゅうにひびきわたる。すると、横よこに立たっていたおじさんとおばさんが、あたしたちをにらむ。

「す、すみませんっ。」

　あたしはあせって、ティナちゃんのうでを引ひっぱって、本ほん屋やを出でた。

　きょうはティナちゃんと二人ふたりで、愛あい子こさんからたのまれた買かい物ものをするために、二ふた駅えきはなれた大おおきなショッピングモールに来きている。

　あちらこちらにクリスマスのかざりつけがされ、街まち全ぜん体たいがクリスマスムード一いっ色しょくだ。歩あるいているだけで、ワクワクしてくる。

「いいじゃない、いいじゃない！　クリスマスデートプラン、計けい画かくしなきゃじゃない！」

　まるで自じ分ぶんのことのように、ティナちゃんは目めをかがやかせて言いう。

「どうしよう、ティナちゃん。今いままで会あえないことがあたりまえだったから、とつぜんこんなにうれしいサプライズがくると、なんだか逆ぎゃくにこわくなる……。

　だって、クリスマスにいっしょにいられるなんて、あたし、もう死しんじゃいそう。」

　去きょ年ねんの秋あきも冬ふゆも、今こ年としの春はるも夏なつも、キレイなイルミネーションを見みたり、桜さくらを見みたり、花はな火びを見みたりするたびに、ああ、となりにヤマト君くんがいてくれたらって思おもっていた。

　だから、急きゅうに会あえるっていうことがふしぎで、なんだか、信しんじられない……。

「なに、バカなこと、言いってんのよ！」

　ティナちゃんはあたしの両りょうほおを引ひっぱって、変へん顔がおにする。

「そんなことより、クリスマスに向むけて、いろいろ準じゅん備びしなきゃでしょ！　愛あい子こさんにたのまれていた買かい物ものも終おわったし、今いまからプレゼントをさがしに行いくわよ！」

　ティナちゃんは同おなじ学がっ校こうに通かよう中ちゅう学がく二年ねん生せい。ひとりぼっちだったあたしに、中ちゅう学がくに入はいってはじめてできた友ともだちだ。去きょ年ねんの夏なつ休やすみには、ティナちゃんもいっしょに、愛あい子こさんちでくらしていた。ヤマト君くんとの遠えん距きょ離り恋れん愛あいを、ずっと応おう援えんしてくれている。

「そうだ！　ティナちゃんもいっしょに、リツさんへのプレゼントをさがそうよ！」

　リツさんこと松まつ永なが律りつさんは大だい学がく生せいで、サークルで映えい画がを撮とっている。リツさんが監かん督とくをした作さく品ひんにティナちゃんが主しゅ演えんしたことがきっかけで、ティナちゃんは今いま現げん在ざい、リツさんに片かた思おもい中ちゅうだ。

「わ、わたしは、べつに……、いいわよ。」

　あたしの恋れん愛あいにはどんどん背せ中なかをおすティナちゃんだけれど、自じ分ぶんの恋れん愛あいとなると、急きゅうに引ひき気ぎ味みになる。

「なに、照てれてるの！　クリスマスだよ！」

　はずかしがるティナちゃんの肩かたをたたき、ショッピングモールのお店みせを、かたっぱしから見みて歩あるいた。

「中ちゅう学がく生せいのくせに、ませたプレゼントをあげるわけにもいかないし、かといって、ダサいものもいやでしょう？　う～ん、なかなかむずかしいわね。」

　最さい初しょは『べつに。』とか言いっていたティナちゃんだけれど、最さい後ごはあたしよりも真しん剣けんに、プレゼントを考かんがえている。

　おさいふ、時と計けい、マフラー、いろいろとステキなものはあったけれど、どれも予よ算さんを大おお幅はばにオーバーしていて、結けっ局きょく、この日ひのうちにはきめられなかった。

　家いえに帰かえって、ヤマト君くんのことを報ほう告こくすると、愛あい子こさんはイラストを描かく作さ業ぎょうを中ちゅう断だんして、うれしそうに言いった。

「ご家か族ぞくといっしょに、帰かえってくるの？」

「えっとね、親しん戚せきの結けっ婚こん式しきが終おわったあと、家か族ぞくでそのまま神こう戸べの親しん戚せきの家いえに泊とまるんだって。ヤマト君くんだけが式しきの二ふつ日か後ごに東とう京きょうに来くるみたい。」

　あたしはヤマト君くんからのＬＩＮＥラインを読よみかえす。

「じゃあ、ヤマト君くんはどこに泊とまるのかしら？　これからの時じ期きはホテル代だいが高たかくなるでしょ。だいじょうぶかしら？」

「あのさ。前まえにヤマト君くんが使つかってた部へ屋やに泊とまってもらうことって、できるかな？」

　ドキドキしながら、愛あい子こさんの顔かおをのぞきこむ。

「ヤマト君くんがよかったら、わたしはかまわないけど。聞きいてみたら？」

「うん！」

　すぐにヤマト君くんにＬＩＮＥラインを送おくると、その日ひの夜よ中なかに返へん信しんがあり、すごく助たすかる、と書かいてあった。ヤマト君くんは前まえみたいに、二階かいの部へ屋やに泊とまることになった。

　ヤマト君くんが帰かえってくる。前まえみたいに、毎まい日にちいっしょにいられる。〝おはよう〟から〝おやすみ〟まで、いっしょにいられる。もう、ほかにプレゼントなんていらないよ。神かみ様さま、サンタさん、ありがと～！　あたしは心こころの中なかでさけんだ。




　その週しゅうの水すい曜よう日び、この日ひは『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』。

『夜よるカフェ』っていうのは、愛あい子こさんが自じ宅たくを改かい装そうして経けい営えいしている、『三さん丁ちょう目めカフェ』を使つかって、毎まい週しゅう水すい曜よう日びの午ご後ご六時じから開ひらかれる、小しょう学がく生せいや中ちゅう学がく生せい対たい象しょうのカフェのこと。

　みんなでいっしょにごはんを食たべたい──そんな思おもいで、ヤマト君くんやティナちゃんたちと、去きょ年ねんの六月がつに開ひらいた場ば所しょだ。

　今こ年としの春はるまでは小しょう学がく生せいだけ来きてもらっていたけれど、五月がつからは中ちゅう学がく生せいの日ひを作つくって、あたしと同どう世せ代だいの子こたちとも集あつまるようになった。

「みんな、ちょっと聞きいてくださ～い！」

　今こん夜やの食しょく事じの準じゅん備びをするために、早はやめに集あつまったメンバーに聞きこえるように、声こえをはりあげる。ちなみに、今こん夜やのメニューは愛あい子こさん直じき伝でんのクリームシチューだ。

　キッチンでたまねぎを切きっていたカレンちゃんは、たまねぎが目めにしみたのか、涙なみだ目めでこちらを見みる。

「じつはね、去きょ年ねん、ここで小しょう学がく生せいたちといっしょにクリスマス会かいをしたの。で、今こ年としは中ちゅう学がく生せいのみんなといっしょにクリスマス会かいをやろうって、ティナちゃんと先せん週しゅう話はなしていたんだけど。二十五日にちのクリスマスは、いそがしいかな？」

　話はなしながらみんなを見みまわすと、

「えー！　おもしろそう！　わたし、やりた～い。」

　すぐにカレンちゃん──橋はし本もと華か蓮れんちゃんが手てを上あげた。カレンちゃんはあたしと同おなじ中ちゅう学がく二年ねん生せい。私し立りつの超ちょう有ゆう名めい進しん学がく校こうに通かよっている。

「わたしもっ。」

　カウンター席せきにすわって、じゃがいもの皮かわをむいている中ちゅう一の立たて石いし七なな海みちゃんも手てを上あげる。

　先せん月げつ、ナナミちゃんはトラという捨すて猫ねこといっしょに、愛あい子こさんちに家いえ出でしてきた。

　これまで、ナナミちゃんはお母かあさんの前まえではいつもいい子こで、言いいたいことも言いえずにだまってしたがってきた。けれど、トラを飼かうのを禁きん止しされたことをきっかけに、はじめてお母かあさんとぶつかった。

　トラは『夜よるカフェ』メンバーの鈴すず木き陵りょう馬ま君くんの知しり合あいに引ひき取とられることになり、ナナミちゃんは家いえに帰かえっていった。

　それでも、前まえよりも気き持もちが自じ由ゆうになったのか、よく笑わらったり、おしゃべりしたり、思おもったことを言いうようになってきた。

　なにより、お母かあさんの目めの前まえで、ナナミちゃんみずから、バッサリ切きったショートカットが、さらに表ひょう情じょうを明あかるく見みせている。
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　中ちゅう学がく三年ねん生せいの受じゅ験けん組ぐみは、今いまは受じゅ験けんシーズンでいそがしいから、下した準じゅん備びのこの時じ間かんには来きていない。

「ゲームとか、ライブとか、劇げきとか、やってみたい企き画かくがあったら、どんどん言いって。さそいたい友ともだちもいれば、さそってもらってもいいし。準じゅん備びするのが少すこし大たい変へんになるかもしれないから、みんなもいっしょにできるかどうか、確かく認にんをしたいの。」

　いっしょに企き画かくしたティナちゃんも、となりで説せつ明めいする。すると、カレンちゃんは目めをかがやかせ、包ほう丁ちょうをふりまわしながら口くちを開ひらいた。

「わたし、ぜんぜん、平へい気き！　大たい変へんそうだけど、楽たのしそう～。ゲームやりたいね～。ビンゴ大たい会かいとか、暴ばく露ろ大たい会かいとか!?」

「その笑え顔がおに包ほう丁ちょうで暴ばく露ろ大たい会かいって、いやな予よ感かんしかしないわよ。けど、ビンゴはありかもね。」

　ティナちゃんがうでをくんで、うなずく。

「わたし、クリスマスのかざり、作つくってみたい。」

　ナナミちゃんが、あたしの顔かおを見みて言いう。

「うん、たくさん作つくろう！　カフェに入はいってきた人ひとが『うわ～』ってなるくらい、中なかを別べっ世せ界かいにしちゃいたいね！」

　カウンター席せきにすわり、あたしはノートを開ひらく。カレンちゃんが、カウンターに身みを乗のり出だしてくる。

「あ～、それ、いい！　一か所しょだけ撮さつ影えいコーナー作つくって、インスタ映ばえする感かんじにするの！　ねえ、衣い装しょう、どうしよう？　みんなでおそろのサンタの帽ぼう子しとかかぶりた～い。」

「あ、それ、いいね！　ちょっと待まってね、メモするから。」

　みんなから出でてくるアイディアを、ノートに書かきとめる。

　ああ、ヤマト君くんは帰かえってくるし、〝クリスマスカフェ〟はもり上あがりそうだし、今こ年としの十二月がつは大たい変へんなことになる。よ～し、楽たのしいクリスマス会かいにするぞ～！

「ゲームも、メニューも、アイディアがうかんだら、〝夜よるカフェグループＬＩＮＥライン〟にあげてね！　その前まえに、早はやく、クリームシチュー煮にこまなきゃ！」

　あたしはノートを閉とじると、大おおきな声こえで言いった。




　それから毎まい日にち、メニューを考かんがえたり、クリスマスのかざりをためしに作つくってみたり、食しょく事じのメニューを考かんがえたり、大おおいそがしだ。ナナミちゃんやカレンちゃんも、ひまさえあれば、カフェに来きて、打うち合あわせをするようになった。

　それと同どう時じに、あたしはヤマト君くんに何なにをプレゼントしようとか、ヤマト君くんといっしょにどこへでかけようとか、頭あたまの中なかは〝ヤマト君くん〟と〝クリスマスカフェ〟のことでいっぱい。

　そんなふうに、いそがしい毎まい日にちをすごすなか、指ゆびおりかぞえたヤマト君くんの来くる日ひが、ついに、ついにやってきた。

　きょうは学がっ校こうがあるから、朝あさ早はやく起おきて、ヤマト君くんの部へ屋やや玄げん関かんをそうじした。週しゅう末まつにもしたけれど、念ねん入いりにもう一回かい。だって、だって、ヤマト君くんが帰かえってくるんだもん。そうだ。家いえの前まえもキレイにしておかなくっちゃ。

　ここ最さい近きんあわただしかったからか、体からだが少すこしだるいけれど、ぐっとほうきをにぎりしめて外そとへ出でると、落おち葉ばをはいた。

「おーーっす。」

　大おおきなブレーキ音おんをひびかせ、リョウマ君くんが自じ転てん車しゃをカフェの前まえに止とめた。

「あ、リョウマ君くん。おはよー。」

「いつも寝ねぼうしてるくせに、きょうは、早はええじゃん。」

「あ、うん。だって、きょうはヤマト君くんが帰かえってくる日ひだから。」

「あっ……、なるほどね～。」

　リョウマ君くんはうなずきながら、あたしの顔かおを見みて、ニヤリとする。

「リョウマ君くんこそ、朝あさの配はい達たつなんて、めずらしいね。」

　同おなじ中ちゅう学がっ校こうのひとつ上うえで受じゅ験けん生せいのリョウマ君くんは、最さい近きん勉べん強きょうがさらにいそがしくなったせいか、前まえは二ふつ日かに一回かいは愛あい子こさんちに夕ゆう飯はんを食たべに来きていたのに、今いまでは三、四よっ日かに一回かいのペースになっている。

「勉べん強きょうばっかで、体からだがなまってしょうがねえんだよ。だから、たまには動うごかないとな。」

　リョウマ君くんはさわやかに言いうと、ジャケットをぬいだ。

「寒さむくないの!?」

「いやいや、暑あついだろ。きょうは十二月がつのくせに気き温おんが二十度ど近ちかくなるって、天てん気き予よ報ほうで言いってたぜ。ハナビこそ、よくそんなかっこうしてられるな。」

　リョウマ君くんはあたしの服ふく装そうを指ゆびさして笑わらう。コートをきて、マフラーをぐるぐるまいて、手てぶくろと耳みみあてまでしている。

「だって、寒さむくて、寒さむくて……。それに、なんだか、体からだじゅうがいたいんだよね……。筋きん肉にく痛つうかなあ……。」

　じつは今け朝さ、起おきてからずっと、体からだのあちこちがズキズキしている。きのう運うん動どうした記き憶おくはないんだけれどな……。

「はっ？　筋きん肉にく痛つう？」

　急きゅうに、リョウマ君くんの表ひょう情じょうがけわしくなる。

「ハナビ、おまえ、まさかっ！」

　まっすぐこちらへ向むかってきたリョウマ君くんが、あたしのおでこに手てをふれた。

「あっつ！　おまえ、すっげえ熱ねつだ！」

「え？　熱ねつ……？」

「こんなんでよく、そうじなんかしてられるな。とりあえず、家いえの中なかに入はいれ！」

　リョウマ君くんがあたしの肩かたをつかんで、カフェに入はいろうとしたとき。

　あれ？　なんだか意い識しきがふわふわ遠とおのいていく……。

「でも、落おち葉ばがまだ……。ヤマト君くんが……。」

　はきそうじの続つづきをしたいのに、頭あたまがうまく働はたらかない。

「ハナビっ!!」

　リョウマ君くんがあたしの体からだを持もちあげる。ぽわ～んとした意い識しきの中なかで、真まっ青さおな空そらが見みえる。心しん配ぱいそうな顔かおのリョウマ君くん、カフェの天てん井じょう、それから、愛あい子こさんが来きて、あたしのおでこにひんやりした手てをあてた。

　それからのことは頭あたまがくらくらして、自じ分ぶんでもぼんやりとしかおぼえていない。

　自じ分ぶんの状じょう況きょうを理り解かいしたのは、病びょう院いんでお医い者しゃさんから「Ａエー型がたインフルエンザですね。」と宣せん告こくされたときだった。





2　おかえり







　のどがイガイガするし、頭あたまがガンガンするし、体からだのふしぶしがいたい。起おきているのがつらいからねむってしまいたいのに、気き持もちが悪わるくて、ねむってもまたすぐに目めが覚さめてしまう。

「三十九度ど。あら、やだ。また上あがっているじゃない。」

　大おおきなマスクをしたママが、あたしから受うけとった体たい温おん計けいを見みて、まゆをよせる。

「ねえ、ママ。愛あい子こさんちには、いつごろもどれるのかなあ。」

「熱ねつが下さがってからも、二ふつ日か間かんは休やすまなきゃならないから、あと一週しゅう間かんくらいかしら。」

「ええーーっ？　一週しゅう間かんも!?」

「ほかの子こにうつしたら、迷めい惑わくでしょ。それより、まずは熱ねつを下さげないと。今いまはとにかくねて、休やすむことっ。いいわね!?」

　ママはベッドサイドに水みずやスポーツ飲いん料りょうをならべると、加か湿しつ器きのスイッチを入いれ、部へ屋やを出でていった。

　愛あい子こさんから連れん絡らくを受うけ、仕し事ごと場ばから病びょう院いんにかけつけたママといっしょに、あたしは自じ宅たくへ帰かえることになった。

　愛あい子こさんちは飲いん食しょく店てんを経けい営えいしているし、人ひとの出で入はいりが多おおい。だから、インフルエンザが治なおるまでのあいだ、あたしはひさしぶりに自じ宅たくですごしている。

　パパとママのケンカにうんざりして飛とび出だした自じ宅たくだけれど、やっぱり安あん心しん感かんがあるのも事じ実じつだ。ママはあたしが治なおるまで、仕し事ごとは休やすむと言いってくれている。だけど……。

　きょうはヤマト君くんが来くる日ひ……。ほんとうにひさしぶりにもどってくるのに、会あいに行いくこともできないなんてっ！

　あたしときたら、ママに山やまもりにかけられたふとんから頭あたまだけ出だして、まるで亀かめみたい。

「うぅ～～～。」

　最さい悪あくだっ。めちゃくちゃ最さい悪あくだ。なんで、きょう!?　どうせインフルになるなら、期き末まつ試し験けん中ちゅうにかかってくれればよかったのにっ！　なんで、今いまなのよお！　神かみ様さま、これはなにかの罰ばつ!?　いったい、どういうしうちですか～～!?

　ヤマト君くんはきょう、夕ゆう方がたごろに愛あい子こさんちにつくと言いっていた。今いまは十六時じすぎだから、そろそろかな……。こんなだいじなときに、一いっ歩ぽも外そとへ出でられないなんて。せめて、ＬＩＮＥラインだけでも送おくるんだ！　インフルエンザなんかに、負まけてたまるかあ……。

　スマホを取とろうと、ベッドのわきに置おいてあるスクールバッグに手てをのばし、やっとの思おもいでスマホを取とり出だす。

　ヤマト君くんからの連れん絡らくはなかったけれど、ティナちゃんとリョウマ君くんから、三人にんのグループＬＩＮＥラインにメッセージがとどいていた。

『ハナビ！　たおれたって、ほんと!?　だいじょうぶなの？』

『かなり熱ねつが出でてたけど、だいじょうぶか？』

　二人ふたりとも、朝あさの八時じ半はんごろに送おくってくれている。ボーッとする頭あたまをなんとかふるい起おこし、ＬＩＮＥラインする。インフルエンザにかかったこと、今いまは自じ宅たくに帰かえり、しばらくは愛あい子こさんちへ行いけなくなったこと、ほかのだれかにうつしてしまっていないか心しん配ぱいと伝つたえた。

　リョウマ君くんは受じゅ験けん生せいなのに、今け朝さはたおれたあたしを、カフェの中なかまで運はこんでくれた。あ、そういえば、お姫ひめ様さまだっこをされていた……？

　はずかしくなって、ほてった顔かおをぶんぶんふっていると、あたしの返へん信しんにたいして、すぐに既き読どくがふたつつき、今こん度どはリョウマ君くんからメッセージがとどく。

『やっぱ、インフルだったか。おれは予よ防ぼう接せっ種しゅを打うっているし、たぶんだいじょうぶ。だれかにうつしたとか、気きにすんな。この季き節せつはしかたねえよ。』

『そうよ。そんなことより、ハナビのほうが心しん配ぱい。』

　ティナちゃんからも、すぐに返へん信しんがとどく。

『あたしはだいじょうぶ。それよりも明日あしたの「夜よるカフェ」どうしよう。だいじょうぶかな？』

　じつはさっきから、ヤマト君くんのことはもちろんだけど、明日あしたの『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』のことが引ひっかかっている。

『そうよね。ハナビがいないと、大たい変へんかも。』

『まあ、おれらでなんとかするしかないだろ。ハナビ！　おまえはまず、インフルエンザをうち負まかしてこい！』

『そうよ、ハナビ！　こっちは、なんとかするから。早はやく元げん気きになってきなさい！』

　二人ふたりからはげまされ、あたしは亀かめのスタンプで『オッケー』と送おくった。

　亀かめのこうらのようなふとんにもぐりこみ、「早はやく治なおれ、早はやく治なおれ。」と念ねん仏ぶつのようにとなえる。

　ヤマト君くんには、『もう東とう京きょうに向むかっているよね？』とＬＩＮＥラインする。ほかにも、いろいろ書かきたかったけれど、ダメだ……。体からだじゅうがだるくて、これ以い上じょう、頭あたまが働はたらかない……。




　目めがさめると、部へ屋やの中なかも窓まどの外そともすっかり暗くらくなっていた。まくらもとの目め覚ざまし時ど計けいは、夜よる九時じをさしている。

　もう、そんな時じ間かん!?

　ドキドキしながらスマホを開ひらく。ヤマト君くんからＬＩＮＥラインが二件けんとどいていた。

『今いま、東とう京きょう駅えきについた。あいかわらずすごい人ひとだね。今いまから電でん車しゃに乗のるから、愛あい子こさんちにつくのは五時じすぎかな。じゃ、愛あい子こさんちで！』

『愛あい子こさんちについた。インフルエンザって聞きいたよ。すぐに会あえないのは残ざん念ねんだけど、今いまはしっかり休やすんで、元げん気きになれよ。』

　最さい後ごのＬＩＮＥラインが送おくられてから、もう、四時じ間かんもたってしまっている。

　ああ、インフルエンザなんかじゃなかったら、ヤマト君くんを駅えきまでむかえに行いけたのに。

　愛あい子こさんのパイを食たべながらアメリカでの話はなしをいっぱい聞きいて、ヤマト君くんと二人ふたりで夕ゆう飯はんの買かい物ものに行いこうって計けい画かくしていたのにっ！

　なんで!?　なんでーー!?　あまりにうれしくて、調ちょう子しに乗のりすぎたのかな？　大だい好すきなヤマト君くんとクリスマスをいっしょにすごせるなんて、できすぎだったのかな……？

『おかえり、ヤマト君くん。早はやく治なおすね！　だから、待まっててね！』

　返へん信しんを打うとうと思おもっても、からまわりした言こと葉ばしか出でてこない。

「ヤマト君くん……。」

　くやしくて、さびしくて、あたしはふとんの中なかにもぐりこんだ。

『おれも、ハナビのことが好すきだよ。』──去きょ年ねんの夏なつ、川かわ沿ぞいの土ど手てで、ヤマト君くんはあたしに、そう言いってくれた。

『思おもってた以い上じょうに、ハナビのことを好すきになってる自じ分ぶんに気きがついた。』って。そして、わかれぎわに、だきよせてくれたんだ……。今いま、思おもい出だしても胸むねが熱あつくなる。

　あのときから、あたしの思おもいはまったく変かわっていない。だけど、ヤマト君くんは今いまも変かわらずにいてくれるのかな……？

　少すこしの不ふ安あんをいだいたまま、ねむりについたせいか、浅あさい夢ゆめをいくつも見みた。その中なかで、ふいに遠とおくから、だれかの話はなし声ごえが聞きこえた。耳みみをすませると、ママが玄げん関かんで、だれかと話はなしているのがわかる。

「わざわざ来きてくれたのに、ごめんなさいね。今いま、ちょうどねているのよ。起おきたら、伝つたえておくわね。」

　ママの声こえのあとに、男おとこの人ひとの声こえが聞きこえる。

「はい、よろしくお願ねがいします。夜よるおそくに、すみませんでした。」

　はじめは近きん所じょのだれかかと思おもったけれど、あれ？　この声こえ……。

「いいえ。こちらこそありがとう、ヤマト君くん。」

「じゃあ、失しつ礼れいします。」

　玄げん関かんのドアがしまる音おとが聞きこえた。え……？　ヤマト……？　ヤマト君くんっ!?

　ぼんやりしていた頭あたまが一いっ気きに目め覚ざめ、あたしはあわてて起おきあがる。けれど、思おもった以い上じょうに体からだが重おもくて、まっすぐすすめない。今いまからヤマト君くんを追おいかけても間まに合あわない。

　ドアの前まえで立たち止どまると、あたしはすぐに引ひきかえし、部へ屋やのおくにある窓まどを開あけた。毛もう布ふをかぶるとバルコニーに出でて、マンションの下したをのぞく。せめて、ひと目めだけでも会あいたいっ。

　冷つめたい風かぜと、冷ひえきったバルコニーのゆかや、手てすりが、体からだの熱ねつをどんどんうばっていく。寒さむくて、寒さむくて体からだがふるえる。体からだはきついけれど、胸むねのおくはどんどん熱あつくなる。

　マンションのエントランスから、外そとへ出でてくる人ひと影かげが見みえた。バルコニーの下したの道みちをまっすぐ歩あるいて電でん柱ちゅうの下したまで来きたとき、はっきりと顔かおが見みえた。

　ヤマト君くんだっ！

　名な前まえをよぼうとしたとき、ふいに、ヤマト君くんが上うえを見みあげた。

「ハナビっ。」

　ヤマト君くんが、おどろいたようにあたしの名な前まえをよぶ。

「ヤマト君くんっ！」

　のどがいたくて、その声こえは咳せきに変かわる。苦くるしいっ。でもっ。

　見みると、ヤマト君くんがポケットからスマホを取とり出だし、耳みみにあてた。次つぎの瞬しゅん間かん。あたしのスマホが鳴なりだした。

「あっ。」

　あたしはいそいで部へ屋やの中なかに入はいり、スマホをつかむと、バルコニーにもどった。電でん話わに出でると、ヤマト君くんの声こえがすぐ耳みみもとで聞きこえる。

「ハナビ、やっと会あえた！」

　その声こえに、胸むねがぎゅっとしめつけられる。
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「せっかく会あえるってときに、インフルエンザなんかになっちゃって、ごめんなさい。」

「おまえ、あやまってる場ば合あいかよ。インフルなんだぞ。早はやく中なか、入はいれ。」

「うん……。でも……。」

　ヤマト君くんが、ふっと笑わらう。

「ハナビは変かわらないな……。とにかく、今いまはしっかりねろよ。みんなも、待まってるから。」

「うん。ありがとう。来きてくれて、ありがと……。」

「うん。じゃあ……。」

　ヤマト君くんが手てをふる。

「またね。」

　あたしも手てをふりかえす。いや……、電でん話わを切きりたくない。

「先さきに電でん話わ、切きれよ。」

「ヤマト君くんこそ。」

　あたしの声こえを聞きいて、ヤマト君くんが笑わらった。

「早はやく治なおしてこいよ。」

「うんっ。」

　そして、ヤマト君くんは今こん度どこそ電でん話わを切きると、手てをふって、あたしに早はやく部へ屋やの中なかへもどれとジェスチャーをした。あたしはうなずいて、部へ屋やの中なかへもどる。

　ヤマト君くんが、会あいに来きてくれた……。あたしのお見み舞まいに、来きてくれた……。やっと会あえたって、言いってくれた……。うれしい、うれしいよ～、うれしすぎるよ～。

　両りょう手てでカーテンをつかむと、もたれるようにだきしめた。ひんやりした窓まどの向むこう側がわで、月つきがキレイにかがやいていた。




　次つぎの日ひも熱ねつはあまり下さがらなくて、なんど測はかっても三十八度ど台だいのままだった。吐はき気けや頭ず痛つうや関かん節せつ痛つうはなくなってきたけれど、体からだがだるくて起おきあがれない。

　せっかく家いえにいるなら、クリスマスのかざりやメニューを考かんがえたり、ためしに作つくってみたりしようと思おもったけれど、インフルエンザがここまできょうれつだとは……。

　スマホさえ開ひらけず、あたしはベッドに入はいって、ねむったり起おきたりしてすごした。

　今け朝さ、ティナちゃんとリョウマ君くんとのグループＬＩＮＥラインで、今こん夜やの『夜よるカフェ』は、ヤマト君くんの友ともだちが、ヘルプで来きてくれることになったと知しった。

　ヤマト君くんの友ともだちって、だれだろう？　そういえば、ヤマト君くんから友ともだちの話はなしって聞きいたことがない。どんな子こなのかな……？

『夜よるカフェ』をはじめてから、あたしが休やすむのははじめてのことだ。べつに、あたしがいなくてもだいじょうぶ、とは思おもっているけれど、一いち日にち中じゅう、気きになってしかたがない。

　話はなす相あい手てもいないから、あたしはまくらもとに置おいてあるコウテイペンギンのぬいぐるみに話はなしかける。

「今いまは買かい出だしに行いってる時じ間かんかな。」「あ～。ヤマト君くんがキッチンにいるところ、見みたかったなあ。」「ヘルプで来きてくれるお友ともだちは、なじめてるかな？」「そろそろ、料りょう理りを作つくり終おわるころだよなあ。」「一いち番ばん乗のりは、リサちゃんかなあ。」「ああ、ヤマト君くんが作つくったごはん、食たべたかったなあ。」

　いくら話はなしても、ペンギンはだまったまま、あたしを見みつめている。こらえきれず、

『そろそろ、はじまる時じ間かんだね。どう？　どんな感かんじ？』

と、ＬＩＮＥラインを送おくったら、

『心しん配ぱいしないで、だいじょうぶよ！　こっちのことは、まかせて。ハナビは休やすむこと！』

　すぐにティナちゃんから返へん信しんがかえってきた。しかたなく、『りょうかい！』と言いっているペンギンのスタンプを送おくった。




　それから、あたしが送おくったＬＩＮＥラインに既き読どくはつかないまま、八時じをすぎたころ、ティナちゃんから一枚まいの写しゃ真しんが送おくられてきた。

　きょうの『小しょう学がく生せいナイト』に集あつまったメンバーの集しゅう合ごう写しゃ真しんで、小しょう四のリサちゃんやなっちゃん、それに小しょう五の翔しょう太た君くんたち小しょう学がく生せいメンバーにまぎれて、ナナミちゃんやリョウマ君くん、カレンちゃんも写うつっている。

　おくのキッチンには、少すこしほほえんだヤマト君くんもいた。けれど、そのとなりにひとり、背せの高たかい女おんなの子こが写うつっていた。

　ポニーテールにしたボーイッシュな感かんじの女おんなの子こが、楽たのしそうにピースサインをしている。これが、ヤマト君くんのお友ともだち……？　女おんなの子こだったんだ……。
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　首くびをかしげたとき、ポロンッと大おおきな音おとを立たて、ティナちゃんからメッセージがとどいた。

『ハナビー！　ちゃんとねてる？　こっちは無ぶ事じ、終おわったわよー。』

『よかったー。ヤマト君くんのとなりに写うつってるのが、お友ともだち？』

　気きになって、すぐに返へん信しんを送おくる。

『そう。アンナちゃんっていうの。きょうがはじめてとは思おもえないくらいてきぱき動うごいてくれて、すごく助たすかったわ。アンナちゃんも楽たのしかったみたいで、これからも来きたいって。〝クリスマスカフェ〟の話はなしをしたら、参さん加かしたいみたい。いいわよね？　来きてもらっても。』

『アンナちゃんっていうんだ。うん、もちろん！　気きに入いってもらえて、よかったあ。ぜひ来きてほしいですって、伝つたえてもらえるかな？』

『もう言いってある。明日あしたからさっそく来くるって。』

　あ、そうだったんだ、よかった……。

　ほっとする反はん面めん、ちょっぴりモヤッとして、ほんの少すこしさびしさも感かんじる。それに、写しゃ真しんに写うつっているアンナちゃんの左ひだり手てが、ヤマト君くんのうでをつかんでいる……。

『ちなみに、アンナちゃんはすごくいい子こよ。だから、へんな心しん配ぱいはいらないよ！　わたしもちゃーんと見みはってるし。さ、報ほう告こく終おわり。ねなさい！』

　えっ!?　ティナちゃんに見みすかされた気きがして、ドキッとする。

『だいじょうぶだよ！　そんな心しん配ぱいなんてしてないから。ぜんぜんだいじょうぶ！』

　モヤモヤをふき飛とばすように、あたしは自じ分ぶんに言いいきかせながら返へん信しんを送おくった。




　三みっ日か目めも、熱ねつは三十八度ど台だいと三十七度ど台だいを、いったりきたり。最さい初しょのころよりもだいぶ体からだは楽らくにはなってきたけれど、とうぜんママから〝熱ねつが下さがった〟とは見みなされず、愛あい子こさんちにもどれる日ひが遠とおのいていく……。

〝クリスマスカフェ〟まで、あと二週しゅう間かんしかないのに。やらなきゃいけないことがたくさんあるのに、どうにも動うごけない。

　リョウマ君くんやティナちゃんとのグループＬＩＮＥラインで状じょう況きょうを聞きくと、だいたいのことは教おしえてくれても、『だいじょうぶだから。とにかく早はやく治なおして。』って、かえってくる。

　一いっ方ぽうで、『中ちゅう学がく生せいナイト』グループＬＩＮＥラインでは、その日ひにきまったこととか、アイディアがとびかっていた。

　ほとんどが、その日ひのミーティングで話はなし合あったことの続つづきの話わ題だいだから、参さん加かできていないあたしは、うまく会かい話わに入はいれない。

『カレンちゃん。みんなでかぶりたいって言いってたサンタの帽ぼう子しってどうなったかな？』

　スルーされないように、カレンちゃんに宛あて名なをつけて聞きいてみたら、カレンちゃんからはすぐに返へん信しんが来きた。

『きょう、アンナちゃんと相そう談だんして、作つくろうって話はなしになった～！　わたし、赤あかと白しろの服ふくを持もってるから、みんなの服ふく装そうも赤あかと白しろで統とう一いつしようかってことになったよ～。』

　みんなのＬＩＮＥラインの様よう子すから、〝クリスマスカフェ〟に向むけての準じゅん備びは、着ちゃく々ちゃくとすすんでいるのがわかる。そこには必かならず、あたしの知しらない〝アンナちゃん〟が登とう場じょうしてくる。

　いったいどんな子こなんだろう？　明あかるくて、きさくに話はなせる感かんじなのかな？

　写しゃ真しんに写うつっているアンナちゃんは、楽たのしそうに笑わらっているけれど……。

　ダメだっ！　ずっとひとりで部へ屋やの中なかにいると、まわりの世せ界かいから取とりのこされていく気きがする。頭あたまの中なかでへんな妄もう想そうだけがふくらんでいく。

　あぁ、あたし、うたぐり深ぶかくなっている～。性せい格かくが悪わるくなっている～。

　ダメダメ！　気き分ぶん、切きりかえなきゃ！　ヤマト君くん、わざわざ来きてくれたじゃない。

　やっと会あえたって言いってくれたじゃない。それだけでじゅうぶんじゃない。

　自じ分ぶんに向むかって、なんど言いいきかせても、心こころはずんずんしずんでいくばかりだった。





3　知しらない顔かお







「空くう気きが、おいしい……。」

　あたしは外そとの空くう気きを思おもいっきり吸すいこんだ。

「ハナビったら、大おおげさ。」

　となりにいるティナちゃんが笑わらう。

　インフルエンザと戦たたかいはじめてから一週しゅう間かんたったきょう、あたしはひさしぶりに学がっ校こうへ登とう校こうする。

「ティナちゃん、外そとを自じ由ゆうに歩あるけるって、すばらしいことよ！　一週しゅう間かんも部へ屋やから出でられなくなって、はじめて思おもい知しったの。それに、ほとんどひとりで部へ屋やにいたから、おしゃべりができて、うれしいよ！　ティナちゃん！」

　ああ、学がっ校こうへ行いく通つう学がく路ろでさえ、かがやいて見みえる。

「はいはい。こっちも、ハナビがもどってくるのを待まっていたわよ。た～っぷり、味あじわってちょうだい。」

　ティナちゃんは笑わらいながら、あたしの頭あたまをくしゅくしゅっとなでた。

「だけどね、ハナビ。のんびり味あじわっているひまはないわよ。クリスマスは来らい週しゅう！　ヤマト君くんへのプレゼント、まだ用よう意いできてないでしょ？」

　ティナちゃんはキッとするどい目めで、あたしを見みる。

「うん！　用よう意いできてない。今こん週しゅう末まつ、いっしょに行いこうよ。」

「ごめん、ハナビ。じつはね、わたしはこの前まえの日にち曜よう日び、ママとショッピングに行いったときに買かったの。」

「え!?　なににしたの!?」

「う～ん。でも、買かったはいいけど、しっくりこなくて、まだまよってるのよね～。」

　ティナちゃんが首くびをかしげる。

「まよってるの？　なに？　なにを買かったの？」

「べつに、恋こい人びとでもないし、わたしは中ちゅう学がく生せいだし……。まようよね～。」

「だから、なにを買かったの!?　教おしえてってば～！」

　あたしの訴うったえもむなしく、ティナちゃんはズンズンと歩あるいていった。ティナちゃんは自じ分ぶんから言いいたがるくせに、だいじなところでもったいぶる。

　校こう門もんを通とおりすぎたとき、あたしたちの前まえにサッカーボールがころがってきた。見みると、校こう庭ていで制せい服ふく姿すがたのままサッカーをしている男だん子したちがいた。その輪わの中なかから男おとこの子こがひとり、ボールを取とりに走はしってくる。

「よお、ハナビ。インフルエンザ、明あけまして、おめでとう！」

　リョウマ君くんが息いきをはずませ、あたしたちの前まえまで来きてボールをひろいあげた。

「おかげさまで元げん気きになったよ！　この前まえはありがとう。リョウマ君くん、元げん気きそうでよかった。」

「おれは、このとおりな。」

「〝受じゅ験けん生せい〟なのに、朝あさからサッカーなんて、ほんと、元げん気きね。」

　ティナちゃんがあきれた顔かおで言いう。

「〝受じゅ験けん生せい〟だからこそ、たまにはこうやって発はっ散さんしねえとな。」

　リョウマ君くんは、すがすがしい顔かおで笑わらってみせると、表ひょう情じょうを変かえ、あたしを見みた。

「それより、おまえ、だいぶやせただろ。体たい力りょくも落おちてるんだから、ゆだんはすんなよ。」

「え!?　わかるの？」

　じつは、この休やすみのあいだ、ほとんどおかゆしか食たべていないので体たい重じゅうが落おちた。

「そりゃあな。きょうから愛あい子こさんちに帰かえるんだろ？　調ちょう子しに乗のって、夜よふかしすんなよ。」

「は～い。」

「リョウマー！　いつまでしゃべってんだよ！　ボールもどせー。」

　校こう庭ていのまんなかで待まっているリョウマ君くんの友ともだちが、大おおきな声こえでよんだ。

「おお、わりぃ！　じゃ、おれはもどるわ。」

「あ、リョウマ君くん！　きょうは愛あい子こさんちに来こられそう？」

　走はしりだしたリョウマ君くんをよびとめる。

「今こん週しゅうはテストがあるから、行いけねえわ。ま、時じ間かんがあいたら、よるよ。」

　少すこしそっけなく言いって、リョウマ君くんは輪わの中なかにもどっていった。

　ひさしぶりの授じゅ業ぎょうにも、はじめはしんせんさを感かんじたものの、出でだしだけでたいくつになってくる。結けっ局きょく、なんのために学がっ校こうに来きたのかわからないくらい、授じゅ業ぎょう中ちゅうはほとんどうとうとしていた。

　放ほう課か後ごになって、校こう門もんを出でたところで、愛あい子こさんちへ直ちょく接せつ向むかうティナちゃんとわかれ、あたしはいちど、自じ宅たくに荷に物もつを取とりに帰かえった。

　インフルエンザのあいだに、ためしに作つくったオーナメントなどをバッグにつめこむと、思おもいのほか大おお荷に物もつになってしまった。

　愛あい子こさんちに行いくとちゅうにある坂さか道みちで、リョウマ君くんに言いわれたとおり、自じ分ぶんが思おもった以い上じょうに体たい力りょくが落おちているのを実じっ感かんする。

　あせる気き持もちをおさえ、やっと愛あい子こさんちの前まえにたどりつくと、たった一週しゅう間かんいなかっただけなのに、ひさしぶりに感かんじた。

　中なかにはヤマト君くんもいるんだ……。ううっ、いざとなると、すごく緊きん張ちょうする……。

　窓まどに映うつった姿すがたを見みて、あたしは前まえ髪がみをととのえる。よしっ。

　ひとつ息いきをはき、カフェのドアを開あけた。

「ただいまあ。」

　大おお声ごえで言いった。けれど……。

「すご～～い。」

「へ～、キレイね。」

　愛あい子こさんのアシスタントの早さ紀きちゃんとティナちゃんの声こえがかぶり、あたしが来きたことにはだれも気きづかず、カフェのまんなかのテーブルに集あつまって、みんなでなにかを見みている。

「アンナちゃん、わたしも、やってみたいっ。」

　手て前まえにいた早さ紀きちゃんが、声こえを上あげる。

「ぜひぜひ、やってみて！」

　知しらない女おんなの子この声こえがする。けれど、早さ紀きちゃんにかくれて姿すがたは見みえない。もういちど声こえをかけようかと少すこしまよったとき、ヤマト君くんがあたしに気きがついて、手てを上あげた。

「ハナビっ。」

　その声こえに、ティナちゃんやナナミちゃん、愛あい子こさんや早さ紀きちゃんもふりかえった。

「ハナビ。おかえりっ。」

　愛あい子こさんがほほえむ。ああ、この愛あい子こさんの笑え顔がお……。帰かえってこられた～！

「ただいま、もどりました！」

　あたしは今こん度どこそ大おおきな声こえで、みんなに聞きこえるように言いった。

「やだ。そんな大おお荷に物もつなら、言いってよ。わたしもいっしょに運はこんだのに。」

　ティナちゃんが入いり口ぐちまで来きて、あたしが持もっていたトートバッグを受うけとる。

「ハナビちゃん、おかえり～。さ、入はいって、入はいって。あったかいところにおいで～。」

　早さ紀きちゃんがストーブに近ちかいいすを引ひいて、あたしの席せきを作つくる。みんなにむかえられながら中なかへ入はいると、カウンターの前まえに立たっているエプロン姿すがたのヤマト君くんと目めが合あった。

「おかえり。」

　ヤマト君くんは少すこし気きはずかしそうに言いう。

「た、ただいま。」

　あたしもなんだかはずかしくて、ぎこちなくあいさつをする。

「も～、二人ふたりともはずかしがっちゃって。」

　ティナちゃんがからかうように、あたしの背せ中なかをおした。

　みんなと、ただいまのあいさつをするなかで、少すこしはなれたところから、あたしを見みている視し線せんを感かんじた。

　長ながい髪かみがふわっふわの女おんなの子こが、あたしをじっと見みている。この子こがアンナちゃん？
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　ボーイッシュな感かんじだと思おもっていたけれど、ポニーテールにしていないと、すごく女おんなの子こっぽい。

　おたがいに目めが合あうと、アンナちゃんがニコッと笑わらって立たち上あがる。あたしのそばまで来くると、手てを差さし出だした。

「はじめまして、沢さわ口ぐち杏あん奈なです。ハナビちゃん、よろしく。」

　大おおきな目めにひきつけられる。写しゃ真しんで見みるよりも、ずっとかわいい！

「あの、はじめまして。黒くろ沢さわ花はな美びです。あ、あの、来きてくれて、ありがとうございます！」

　少すこし緊きん張ちょうして、声こえが大おおきくなる。アンナちゃんの手てをにぎると、ぎゅっと両りょう手てでにぎりかえされた。

「やっと、会あえたねー。みんなから『ハナビちゃん』『ハナビちゃん』って聞きいていたから、早はやく会あってみたかったんだ。」

「そ、そんな。あたしなんて……。あたしこそ、みんなからアンナちゃんの話はなしを聞きいてたので、早はやくお会あいしたかったです。」

「えー。どんな話はなし!?　さわがしいヤツとか？　うっとうしいとか？」

「いえ！　逆ぎゃくです！　みんな、すごくよろこんでました。」

「ほんと!?　うれしい～。よかった～。それにしても、インフルエンザ、大たい変へんだったね。わたしも今こ年としのはじめにかかって、最さい悪あくのお正しょう月がつだったの。お節せちは食たべられないし、初はつ詣もうでには行いけないし。」

「わあっ、それは大たい変へん！」

「でしょ!?　だから、インフルのきつさは、よくわかるよ。」

　アンナちゃんは、深ふかくうなずいた。アンナちゃんって、すごくしゃべりやすい。

「アンナちゃんが来きてくれて、すごく助たすかりました。ありがとう！」

「いいえっ。わたしこそ、楽たのしくて毎まい日にちおしかけちゃってるの。ね、ヤマト。」

　アンナちゃんがヤマト君くんを見みて、首くびをかしげた。

「どっかほかに、行いくとこねえのかよ。」

「あーりーまーすー。でも、ここのほうが楽たのしいの。」

　ヤマト君くんに向むかって、ふくれっつらを見みせる。

「あ、あの。さっきから気きになってたんですけど、これって、なんですか？」

　あたしは話わ題だいを変かえるように、テーブルに置おいてある、たくさんのワイングラスを指ゆびさした。どのグラスにも水みずが入はいっていて、その量りょうが少すこしずつちがう。さっき、みんなはこれを見みておどろいていたらしい。

「そうそう、これ、すごいんだよ！　アンナちゃん、また見みせてあげて！」

　早さ紀きちゃんがテーブルに身みを乗のり出だす。

「これはね～。」

　アンナちゃんはニヤッと笑わらい、大おおげさにそでをまくってみせる。それからグラスに入はいった水みずに、人ひとさし指ゆびを入いれて指ゆび先さきをぬらすと、グラスのふちを、スッとこすった。

　ボワ～ッと透とう明めい感かんのある、キレイな高たかい音おとが鳴なった。アンナちゃんが同おなじようにほかのグラスのふちをこすると、少すこし低ひくい音おとが鳴なり、次つぎはまた高たかい音おとを鳴ならす。その音おとが、メロディーになっている！

「ええ!?　すごい！」

「〝グラスハープ〟っていってね、ワイングラスに水みずを入いれて、その量りょうを調ちょう整せいすると、音おん階かいが作つくれるの。〝クリスマスカフェ〟のときに、これで演えん奏そうしたらステキだなあって思おもって、さっきみんなに聴きいてもらったの。」

　アンナちゃんは、次つぎから次つぎに音おとを鳴ならしながら、今こん度どは、『きよしこの夜よる』を演えん奏そうした。

「すごい、すごい、すごーい！　子こどもたちも、ぜったいによろこびます！」

　あたしは興こう奮ふんして、なんども拍はく手しゅをした。

「あたしもやらせてもらって、いいですか？」

「もちろん。あ、それと、敬けい語ごはやめてね。かたっくるしいし。」

　アンナちゃんはククッと笑わらった。

　アンナちゃんって、すごい……。楽たのしくて、おもしろい人ひとだ。ひとりで勝かっ手てに妄もう想そうして、身みがまえていた自じ分ぶんが、とってもはずかしいっ！

　その夜よるは、アンナちゃんもいっしょに夕ゆう飯はんを食たべることになった。みんなで夕ゆう飯はんの準じゅん備びをしているあいだも、アンナちゃんは、まわりのみんなに気きさくに声こえをかけた。早さ紀きちゃんや愛あい子こさん、ティナちゃんともすっかり仲なか良よくなっていた。




「おいしいっ。おいしすぎる……。」

　スキヤキのお肉にくをかみしめながら、あたしはしみじみつぶやいた。

「ハナビったら、きょうは一いち日にち中じゅうこんな感かんじだったのよ。空くう気きもおいしいって、なんども深しん呼こ吸きゅうして。」

　ティナちゃんが笑わらいながら話はなす。

「だって、ずっと家いえにこもってたし、おかゆとか、胃いにやさしいものしか食たべられなかったから。このスキヤキのたれと、卵たまごがからんだお肉にくが、口くちの中なかで最さい高こうのハーモニーをかなでてる……。」

　あたしは目めをとじて、お肉にくの味あじをたんのうした。そんなあたしを見みて、みんなが笑わらった。

　向むかいの席せきにすわっているヤマト君くんも、クスッと笑わらって、あたしを見みた。

「ハナビちゃんって、おもしろいねー。食たべるの、大だい好すきなんだね。」

　ヤマト君くんのとなりの席せきで、アンナちゃんが笑わらう。

「あ、うん。あまりにおいしくて、つい……。」

　そこまで言いわれると、なんだかはずかしくなる。

「愛あい子こさんも、みんなも、お料りょう理り上じょう手ずですよねえ。ヤマトがここが好すきな理り由ゆうがわかる。」

　となりにすわっているヤマト君くんを見みながら、アンナちゃんは続つづける。

「ヤマトも昔むかしから、食たべるのが好すきだったよね。ヤマトのお母かあさんも料りょう理り上じょう手ずだったの。わたしの母はは親おやと、ヤマトのお母かあさんがすごく仲なか良よかったから、よくおたがいの家いえでごはんを食たべたりしてたんだ。」

「そうだったんだ……。」

　あたしは二人ふたりを、まじまじと見みた。だから二人ふたりは、こんなに仲なかがいいんだ。

「ああ、そういえば、あのころはよく、家か族ぞくででかけてたな。」

　さっきからだまっていたヤマト君くんがようやく口くちを開ひらく。女おんなの子こ同どう士しの会かい話わに入はいってこられなかったのかな。

「そうそう。うちの別べっ荘そうにもよく行いったよね。それで、山やまの中なかを探たん検けんしようって言いって、ヤマトったらどんどん入はいっていっちゃって、二人ふたりで迷まい子ごになりかけてさあ。」

　アンナちゃんは楽たのしそうに、ヤマト君くんに話はなしかける。

「ヤマト君くんって、そんなに活かっ発ぱつだったの!?　え～、なんか、イメージわかない。」

　テーブルにひじをついて、ティナちゃんがヤマト君くんを見みる。

「活かっ発ぱつどころか、飛とび出だしたら帰かえってこないって、ここらじゃ有ゆう名めいな話はなしだったの。」

　アンナちゃんもニヤニヤしながら、ヤマト君くんを見みる。

「ここらって、どこだよ。アンナ、大おおげさだよ。」

　ヤマト君くんはスキヤキをもぐもぐしながら、冷れい静せいにつっこむ。そんなヤマト君くんを見みながら早さ紀きちゃんが言いう。

「ヤマト君くんの子こどものころ、見みてみたいな～。」

「ただの、ふてぶてしいガキですよ。」

　ヤマト君くんはサラッと言いって、水みずを飲のんだ。アンナちゃんは思おもい出だしたように、バッグのポケットに手てを入いれた。

「見みる？　写しゃ真しんあるんだー。」

「持もってるのかよ。いいよ、出ださなくて。」

　ヤマト君くんがあわててアンナちゃんをとめる。ヤマト君くんって、こんな顔かおもするんだ。

　そんなことはいっさい気きにせず、アンナちゃんは定てい期き入いれから、一枚まいの写しゃ真しんを取とり出だした。少すこし古ふるい写しゃ真しんで、大おおきなクリスマスツリーの前まえで撮とられた集しゅう合ごう写しゃ真しんだった。

　まんなかには小しょう学がく生せいくらいの女おんなの子こと、男おとこの子こが笑わらって写うつっている。すぐにその男おとこの子こがヤマト君くんだとわかる。プレゼントにもらったのか、おもちゃの〝変へん身しんベルト〟をこしにまき、得とく意いげな顔かおだ。か、かわいい……。たしかに、今いまよりも活かっ発ぱつそうに見みえる。

　となりでフリフリのワンピースを着きている女おんなの子こは、アンナちゃんだ。笑わらった顔かおが、今いまとまったく変かわっていない。

　そして、ヤマト君くんの肩かたに手てを置おき、ほほえんでいる女おんなの人ひと。この人ひとが、ヤマト君くんの亡なくなったお母かあさんだ……。切きれ長ながの目めがヤマト君くんとそっくりで、とてもやさしそうな人ひとだ。

「このふてぶてしい男おとこの子こがヤマトで、こっちのかわいい女おんなの子こがわたし。後うしろにいるのが、それぞれのお父とうさんとお母かあさん。」

　アンナちゃんが指ゆびをさして、ひとりずつ紹しょう介かいした。アンナちゃんのお父とうさんとお母かあさんも、仲なか良よさそうに肩かたをよせている。写しゃ真しんの中なかで、みんな幸しあわせそうに笑わらっている。

「ヤマトのお母かあさんが、チキンを丸まるごと焼やいたものや、ニシンのパイ包づつみなんかも作つくってくれたんだけど、どれもおいしくて、二人ふたりで山やまほど食たべたの。食たべるだけ食たべて、クリスマス会かいのとちゅうで、ねちゃったのよね。」

「ああ、そうだった。なつかしいな。」

　そのころのことを思おもいうかべるように、ヤマト君くんは遠とおくを見みて、ほほえんだ。その横よこ顔がおを見みていたあたしは、ふいにヤマト君くんを遠とおくに感かんじた。

「『〝サンタ〟をつかまえてやる！』とか言いっていたのに、結けっ局きょく、二人ふたりで朝あさまでねちゃったの。ヤマト、くやしがっちゃってさ。」

　アンナちゃんが笑わらいながら言いう。

「えー!?　ヤマト君くん、そんなこと言いってたの？　かわいい～。」

　早さ紀きちゃんがからかった。

「子こどものころの話はなしですよ。」

　ヤマト君くんが、はずかしそうな顔かおをする。

　聞ききたい。ヤマト君くんがどんな子こどもだったのか、すっごく知しりたい。あたしの知しらないヤマト君くんを、ほんとうは、もっともっと知しりたいはずなのに、なぜだろう……？　あまり、うれしくない……。早さ紀きちゃんみたいに、いっしょになって笑わらえない。
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「ハナビ？」

　とつぜん、ヤマト君くんが、あたしをよんだ。

「え？」

「だいじょうぶか？　まだ体たい調ちょう、悪わるいんじゃないのか？」

　ヤマト君くんはうかがうように、あたしをじっと見みつめる。

「え？　あ、ううん。だいじょうぶ。」

　ドキッとして、ごまかそうとしたとき、アンナちゃんがあわてて言いった。

「わっ、もう、こんな時じ間かん！　すみません、おそくまでいすわっちゃって。しかも、わたしばかりしゃべっちゃった。」

「ああ。アンナはしゃべりすぎ。」

　すぐにヤマト君くんがつっこむ。

「わたしったら、すぐ調ちょう子しに乗のる。ハナビちゃんも、ごめんね。病やみ上あがりなのに。」

　アンナちゃんは気きをつかうように、あたしを見みた。

「あ、いえ、だいじょうぶ。昔むかしの話はなしが聞きけて、すごく楽たのしかったから。」

　しまった。あたしったら、顔かおに出でちゃっていたかな。

　熱ねつはもうないし、だいじょうぶって、なんども言いったけれど、病やみ上あがりだからとみんなが心しん配ぱいし、そのままあたしは早はやくねることになった。

　デザートの柚ゆ子ずシャーベットを食たべたかったし、もっとみんなとおしゃべりしたかったけれど、心こころのどこかで、少すこしほっとしている自じ分ぶんもいた。

　みんなと会かい話わがもり上あがっているなかでも、ヤマト君くんがあたしを気きにかけてくれていたのは、すごくうれしい。

　けれど、ヤマト君くんの少すこしはずかしそうな顔かお、おどろいた顔かお、ムキになった顔かおや、遠とおくを見みるような顔かお。あたしはきょう、はじめて見みた。あたしの前まえでは見みせたことがない顔かおばかり。

　アンナちゃんの前まえだから、見みせられる顔かおなのかな……。




　夜よ中なかの十二時じになって、あたしは目めをさました。のどがかわいて一階かいへおりたとき、光ひかりがもれているのに気きづいた。そっと近ちかよって中なかをのぞくと、ヤマト君くんが教きょう科か書しょや本ほんを広ひろげて、勉べん強きょうをしていた。

　その真しん剣けんな表ひょう情じょうを見みて、あたしは声こえをかけるのをためらった。ぶあつい本ほんや教きょう科か書しょは英えい語ごで書かかれたものらしく、電でん子し辞じ書しょで調しらべながらノートに書かきこんでいる。

　アメリカでも、いつもこんなふうにいっしょうけんめい勉べん強きょうしているんだろうな。向むこうでは言こと葉ばのかべがある。きっと、あたしが想そう像ぞうできないくらい大たい変へんなことがいっぱいあるんだろうな……。

　ああ！　それなのにあたしったら、ヤマト君くんから返へん信しんが来こないとか、おそいとか言いって。うわああ、ごめんね、ヤマト君くん！

　ヤマト君くんが体からだをのばすように、両りょう手てを上うえに持もちあげた。今いまならと思おもって、声こえをかけようとしたとき、ふいにＬＩＮＥラインの着ちゃく信しん音おんが鳴なった。

　ヤマト君くんは手てを止とめ、スマホを確かく認にんし、すぐにメッセージを打うちかえす。

　だれからだろう。こんな夜よ中なかに……。

　ヤマト君くんがスマホを置おくと、またすぐに着ちゃく信しん音おんが鳴なる。チラッとスマホを見みると、笑えみをこぼして、また返へん信しんを打うちはじめた。

　その表ひょう情じょうを見みて、夕ゆうごはんのときに、ヤマト君くんがアンナちゃんと笑わらって話はなしていた光こう景けいが、頭あたまをよぎった。もしかして、ＬＩＮＥラインの相あい手ては、アンナちゃん……？

　ヤマト君くんが返へん信しんを打うっているあいだに、あたしは思おもわず、その場ばからあとずさりした。そのまま音おとを立たてないように階かい段だんをのぼり、部へ屋やにもどる。

　あれ？　あたし、なんでもどってきてんの？　ふつうに、声こえをかければよかったじゃない。たとえ、ＬＩＮＥラインの相あい手てがアンナちゃんだろうと、二人ふたりは〝おさななじみ〟なんだから、仲なかが良よくてとうぜんじゃない。考かんがえすぎ、そうよ。考かんがえすぎ！

　ヤマト君くんがただ、ＬＩＮＥラインをしていただけじゃない。それだけのことよ。

「うわあ、ねられない、ねられないよ！　ティナちゃん！」

　いちどふとんに入はいったあたしは、起おきあがって、ティナちゃんからもらった目め覚ざまし時ど計けいに言いいはなった。

　そのあと、ふとんにもぐって、ぎゅっと目めをとじたけれど、まぶたの裏うらにアンナちゃんとヤマト君くんが笑わらい合あうシーンが、映うつし出だされる。そのたびに起おきあがっては、目め覚ざまし時ど計けいに話はなしかけた。





4　失しつ恋れん







　愛あい子こさんはおそくまで仕し事ごとをしていたから、明日あしたの朝あさは、起おきてくるのがおそくなるはず。だからあたしが早はやく起おきて、ヤマト君くんに朝あさごはんを作つくろう。

　アメリカ暮ぐらしのヤマト君くんは、日に本ほん食しょくが恋こいしいにちがいない。みそしるや、卵たまご焼やきや、魚さかなを焼やいて……。おどろくかな？　上じょう達たつしたなって言いってくれるかな？

　そんな願ねがいをいだいていた。けれど……。

「あの、ヤマト君くん。おはようございますっ。」

　あたしはヤマト君くんにおじぎをした。なんとか目もく標ひょうの時じ間かんに起おきられて、ヤマト君くんに見みられないように部へ屋やで寝ねぐせをしっかり直なおして、制せい服ふくにキチッと着きがえてから一階かいへおりた。

　けれど、そのときにはすでに、ヤマト君くんが作つくった朝ちょう食しょくがキレイに食しょく卓たくにならんでいた。

　焼やき魚ざかなに卵たまご焼やき、みそしる、納なっ豆とう……、作つくりたかった朝ちょう食しょくのメニューそのままだ。

「すご～い。これぜんぶ、ヤマト君くんが作つくってくれたの？」

「かんたんなものしかないけど。」

「そんなことないよっ。さすがヤマト君くん。いただきますっ！」

　うれしい反はん面めん、ぜんぶ用よう意いしてもらうなんて、申もうしわけなさすぎるっ！

　少すこしでもお手て伝つだいをと思おもったけれど、もうすでに完かんぺき。あたしはおずおずと、キッチンからしょうゆだけを持もってきて、席せきについた。

「ヤマト君くん、おいしいっ。すっごく、おいしいよ！　この卵たまご焼やきなんて、塩しおかげんとあまさが絶ぜつ妙みょう。このおみそしるも、もうっ、ほんと……。」

　みそしるをすすりながら、つぶやく。すると、急きゅうにヤマト君くんが笑わらいだした。

「えっ？　あたし、なにかへんなこと言いっちゃった？」

「いや。あいかわらず、うまそうに食たべるなと思おもって。作つくりがいがあるよ。」

　ヤマト君くんはほほえみ、納なっ豆とうをかきまぜた。照てれくさくて、うれしくて、あたしはうつむいてみそしるをすすった。

　ヤマト君くんといっしょに朝ちょう食しょくを食たべる、二人ふたりだけの時じ間かんがゆったり流ながれる。ああ、ヤマト君くんとこんな時じ間かんをすごせるなんて。

「あっ！」

　あたしはだいじなことを思おもい出だし、声こえをあげる。しまった！　クリスマスの予よ定ていを聞きかないと。クリスマスデートをして、プレゼントをわたすんだから。のんびりとみそしるをすすっている場ば合あいじゃないっ！

「あのさ、ヤマト君くん……。」

　箸はしを置おいて、ヤマト君くんに話はなしかける。

「うん？」

「えっと……、あの……、あっ、アメリカの高こう校こうは楽たのしい？」

　う～ん、ダメ。目めが合あうと、はずかしくて聞きけない。

「ああ。言こと葉ばのかべはあるけれど、友ともだちもできたし、今いまは楽たのしくやってるよ。」

「そうなんだ！　すごい。お友ともだちって、外がい国こくの人ひとだよね？」

「アメリカ人じんもいれば、韓かん国こくや中ちゅう国ごくから留りゅう学がくしている子こもいるし、いろんな人ひとがいるよ。生うまれた場ば所しょや文ぶん化かがちがえば、価か値ち観かんもちがってとうぜんで、世せ界かいって広ひろいなって、あらためて思おもうよ。だからすごくおもしろいし、日に本ほんよりも、おれには合あってるのかもな。」

　ヤマト君くんはしずかに言いい、あたしから視し線せんをそらすように白しろいごはんを口くちに入いれる。

「まあ、食たべものに関かんしては、日に本ほんにはかなわないけど。」

「そっか。よかったね。」

　あたしは明あかるい声こえで答こたえた。けれど、もしかしたら、ヤマト君くんは高こう校こうを卒そつ業ぎょうしても、日に本ほんには帰かえってこないかもしれない……。ふと、そんな不ふ安あんを感かんじた。

「じゃあ、行いってくるね。」

　結けっ局きょく、クリスマスのことにはいっさいふれられず、あたしはキッチンでコーヒーを入いれているヤマト君くんに、声こえをかけた。

「ああ。いってらっしゃい。」

　ヤマト君くんが顔かおを上あげた。すると、なにかに気きづいたのか、あたしの顔かおをじっと見みて近ちかづいてくる。

　そのまま、すぐ近ちかくまで来くると、あたしのほおに手てをふれた。えっ？　えっ!?

「ごはんつぶ。ついてた。」

　ヤマト君くんはまじめな顔かおで言いい、あたしに白しろいごはんつぶを見みせた。

「うそっ!?」

　開あいた口くちがふさがらない。ヤマト君くんはあきれた顔かおをする。

「どうやったら、こんなところにつくんだよ。しかも、ふたつぶ。」

「きゃ～！　行いってきますっ！」

　あわててにげるように家いえを飛とび出だした。高たか鳴なる胸むねをおさえながら駅えきへ向むかって走はしる。

　うわ～、近ちかかった！　ヤマト君くんの顔かおが、めちゃくちゃ近ちかかったよ～！　ヤマト君くんの手てが、手てがぁ……。

　顔かおについたごはんつぶを取とってくれただけだけれど、ドキドキが止とまらない。うれしさと、照てれくささで、心こころの中なかがバクハツしそう。早はやくティナちゃんに聞きいてもらわないと。

　学がっ校こうのとちゅうにあるコンビニの前まえでティナちゃんを見みつけると、あたしは走はしりだした。けれど、ティナちゃんもあたしめがけて走はしってくる。あまりのまぶしい笑え顔がおにドキドキする。

「ハナビ、聞きいて！　リツさんからＬＩＮＥラインが来きて、次じ回かい作さくのことで話はなしがあるから、きょう『三さん丁ちょう目めカフェ』に来くるって！」

「ほんと？　ティナちゃん、やったじゃん。リツさんと会あえるんだねっ！」

　あたしも明あかるい声こえで答こたえた。

「ま、まあね。なんか、わたしのイメージで書かいている役やくがあるんだって。」

　ティナちゃんは照てれたように、両りょう手てで顔かおをおおった。

「いよいよ次じ回かい作さくがきまったんだね。どんな役やくなの？　どんな映えい画がなの？」

「よくわからないけど、まだ脚きゃく本ほんも書かきだしたところらしくて、きょう、おおざっぱな話はなしを書かいた企き画かく書しょを、カフェにとどけに来くるって。」

「じゃあ、きょうだけじゃなくて、これからまた、しょっちゅう会あえるんだね！」

　ティナちゃんのうでをつかんで、ぶんぶんゆらした。

「あっ、そうだ、ティナちゃん。今こん夜やは『中ちゅう学がく生せいナイト』だし、リツさんもいっしょに食たべていかないかな？」

「夕ゆう方がたに用よう事じがあるみたいだから、それはムリだと思おもう。三時じすぎにカフェに来くるって。学がっ校こうが終おわったころには、来きてるんじゃないかしら？」

　ティナちゃんは髪かみの毛けを耳みみにかけた。そっか、だからきょう、ティナちゃんはいつもとはちがう、少すこしお姉ねえさんっぽいヘアアレンジをしているんだ。

　ゆるやかにウェーブがかかった髪かみを三みつ編あみでたばね、右みぎ肩かたにかけている。長ながいまつ毛げもビューラーでまいて、目めもとがキレイに見みえた。

「それより、ハナビも、なにかうれしいことがあったんじゃないの？　来くるとき、顔かおがにやけてたわよ。」

　今こん度どはティナちゃんが、ニヤニヤしながら聞きいた。

　それからあたしは、今け朝さのことをティナちゃんに報ほう告こくして、二人ふたりでクリスマスに向むけた作さく戦せんを立たてた。

　教きょう室しつの前まえにたどりついたとき、ティナちゃんはきょう、リツさんを〝クリスマスカフェ〟にさそう、と宣せん言げんした。

「じゃ、ハナビ、放ほう課か後ごね！」

「うん！　ティナちゃんも、がんばってね！」

　教きょう室しつの前まえで、たがいに気き合あいを入いれるように、こぶしをぶつけ合あう。

　自じ分ぶんの教きょう室しつへ向むかうティナちゃんは、スキップをしそうなほど軽かるい足あしどりで教きょう室しつへ入はいっていった。花はなやハートをまきちらすような幸しあわせオーラに、通とおりすがりの生せい徒とがみんな、ふりかえって見みていた。




　学がっ校こうが終おわり、ティナちゃんといっしょに、一いち目もく散さんに愛あい子こさんちへ帰かえる。窓まどから中なかをのぞくと、カウンター席せきにすわっているリツさん、それから同おなじ映えい画がサークルで録ろく音おんを担たん当とうしていた安やす田ださんが見みえる。

　キッチンには、愛あい子こさんのかわりに、カフェを手て伝つだっているヤマト君くんの姿すがたも見みえる。

　あたしはふりかえって、ティナちゃんにアイコンタクトを送おくり、二人ふたりで中なかへ入はいった。

「ただいま。」

　キッチンにいるヤマト君くんに声こえをかけ、カウンター席せきへ向むかう。

「こんにちは。おひさしぶりです！」

　緊きん張ちょうのせいか、少すこし足あしどりがおそくなったティナちゃんの手てを引ひいて、あたしはリツさんと、安やす田ださんにあいさつをした。

「ハナビちゃん、ティナちゃん。ひさしぶり。」

　リツさんはティナちゃんを見みて、立たち上あがる。

「おひさしぶりです。新しん作さくのお話はなし、ありがとうございます。」

　ティナちゃんはていねいに、おじぎをした。

「とんでもない。お願ねがいしてるのはこっちなんだから。それで、さっそく、くわしく説せつ明めいをさせてもらいたいんだけど──。」

　リツさんは言いいながら、重おもそうなバックパックをいすの上うえにのせ、うすいファイルを取とり出だし、ティナちゃんに手てわたした。

「今いま書かいている物もの語がたりは、これだよ。」

　あたしも気きになって、ティナちゃんが開ひらいたファイルを、いっしょにのぞきこむ。

「ゴーストタクシー？」

　読よみ上あげて、ティナちゃんが首くびをかしげた。

「そう。タクシーにとりついた女おんなの子この幽ゆう霊れいが、タクシードライバーといろんな問もん題だいを解かい決けつしていく物もの語がたりなんだ。ティナちゃんにやってもらいたい役やくは、この幽ゆう霊れいの女おんなの子こだ。」

　おどろいて、ティナちゃんと顔かおを見みあわせる。

「幽ゆう霊れいっていっても、ホラーみたいに、おどろおどろしいものじゃなく、どちらかというと、コミカルなものに挑ちょう戦せんしたいんだ。まずは読よんでみてほしい！」

　リツさんは大おおきな声こえで言いい、頭あたまを下さげた。

「おもしろそう。」

　ファイルをめくりながら、ティナちゃんがつぶやく。

「ほんと？　あ、でも、返へん事じはいそがないから。ティナちゃん、来らい年ねんは受じゅ験けん生せいになるんだし、ムリにとは言いわない。」

「〝ムリにとは言いわない〟っていっても、ほんとは出でてほしいんだろ。」

　安やす田ださんがひやかすように笑わらう。

「そりゃそうだよ。だからもし興きょう味みを持もってもらえたら、連れん絡らくをしてほしいんだ。」

　リツさんは、ほんとうにティナちゃんに出しゅつ演えんしてもらいたいんだ。その思おもいが、ひしひしと伝つたわってくる。こんなふうにだれかに必ひつ要ようとされたら、うれしいだろうな。

「ありがとうございます。今いますぐにお返へん事じできなくて、すみません。でも、おもしろそうだし、考かんがえてみますね。」

　ティナちゃんはそう答こたえて、たいせつそうに、両りょう手てでファイルをだきしめた。

　帰かえりぎわ、レジで会かい計けいをしているリツさんに、

「あのっ、来らい週しゅうの二十五日にちに、『夜よるカフェ』でクリスマス会かいをやるんですけど、よかったら来きてください。」

　ティナちゃんがレジの横よこにならべてあるチラシをわたした。

「へえ。〝クリスマスカフェ〟かあ。楽たのしそうだね。ティナちゃんも出だしものをやるの？」

「〝グラスハープ〟で、クリスマスソングをやろうかなって。」

　ティナちゃんは答こたえる。きのうは、『わたしは見みてるだけでいい。』って言いっていたのに。

「聴ききたいなあ。ただ、この日ひは前まえから予よ定ていが入はいっちゃってて、来こられないんだ。」

　リツさんが、申もうしわけなさそうにことわった。

「そうですか。残ざん念ねんだけど、気きにしないでください。急きゅうなおさそいだったので。」

　がっかりした表ひょう情じょうを見みせたけれど、すぐにティナちゃんは笑え顔がおで答こたえる。

「さすがのリツも、その日ひは、〝彼かの女じょサービス〟しなきゃいけない日ひだもんな。」

　となりにいた安やす田ださんが、リツさんの肩かたにポンッと手てを置おき、したり顔がおで言いう。

「えっ？」

　思おもわず、あたしとティナちゃんが、同どう時じに安やす田ださんを見みた。

「ああ、リツがさ、いつも彼かの女じょをほったらかして、映えい画が、映えい画が、映えい画がの毎まい日にちだから、クリスマスくらい、彼かの女じょサービスしないと。なっ。」

　ティナちゃんの思おもいを知しらない安やす田ださんは、笑わらいながら答こたえる。

「よけいなお世せ話わだって。」

　リツさんが照てれ笑わらいをうかべながら、安やす田ださんの肩かたをこづいた。
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「そ、そうですよねえ。彼かの女じょさんとクリスマス！　いいですね～。」

　とつぜん、ティナちゃんが明あかるい声こえを出だす。

「もう。しっかり彼かの女じょサービスしなきゃですよ～。」

　今いままで聞きいたことがないような、ティナちゃんのはしゃいだ声こえ。とびっきりの笑え顔がおで、自じ分ぶんの気き持もちにフタをしたのが見みていてわかる……。

「じゃあ、映えい画がのことはまたあらためて、お返へん事じさせていただきます。きょうはわざわざありがとうございました。」

　ティナちゃんは最さい後ごまで明あかるく、リツさんと安やす田ださんを出で口ぐちまで見み送おくった。けれど、

「……な～んだ。彼かの女じょ、いたんだ。」

　しまったドアを見みつめながら、ティナちゃんがぽつりとつぶやいた。

「ティナちゃん……。」

　とっさにあたしは、ティナちゃんの背せ中なかに手てをあてた。

「そりゃ、いるわよね。あれだけ、カッコいいんだから。彼かの女じょぐらいいるわよね、いてとうぜんよ。だいたい大だい学がく生せいと中ちゅう学がく生せいって、どう考かんがえても、最さい初しょからムリな相あい手てなのよ。」

　明あかるい声こえでティナちゃんは言いうけれど、その目めはちっとも笑わらっていない。

「そうだね。あれだけカッコいいもんね。」

「やだ、ハナビったら。そんな顔かおしないでよ。べつに、たいしたことじゃないし。さ、切きりかえ、切きりかえっ。わたし、ちょっと着きがえてくる。」

　そう言いって、ティナちゃんは二階かいへあがっていったきり、しばらくおりてこなかった。





5　ウジウジ







「お待またせ。買かい出だしに行いっちゃお。きょうは、コロッケだよね。」

　しばらくして、カフェにもどってくるなり、ティナちゃんは元げん気きに言いった。キレイに結むすんでいた三みつ編あみをほどき、いつものヘアスタイルにもどっている。

「あ、あのね、ティナちゃん。さっき、ヤマト君くんがかわりに行いってくれたの。」

　ヤマト君くんには前まえからリツさんのことや、映えい画がのこと、ティナちゃんがリツさんに片かた思おもいしていることを話はなしていた。

　二階かいからおりてこないティナちゃんを心しん配ぱいして、あたしたちのかわりに、買かい出だしにでかけたのは二十分ぷん前まえのことだ。

「そっか。気きをつかわせちゃったわね。あ～あ、なんだか力ちからがぬけちゃったわ。」

　ティナちゃんは、ソファにたおれこんだ。

「あ、いちおう、きょうは、ナナミたちにはないしょにしといてよ。べつにかくすつもりはないけど、話はなすのがめんどくさいの。」

　ねころがったままティナちゃんが言いった。ここからだと、ソファの背せもたれにかくれて、ティナちゃんのひらひらゆれる手てだけが見みえている。

　前まえに、ナナミちゃんやカレンちゃんが泊とまりに来きたとき、夜よ中なかは恋こいバナでもり上あがった。そのときに、リツさんのことも、ヤマト君くんのことも二人ふたりには話はなしてある。

「もちろん、言いわないよ。」

「よろしくね～。」

　ソファが面めんしている大おおきな窓まどガラスに、外そとをぼ～っとながめるティナちゃんの姿すがたが、うっすらと、映うつって見みえた。

　ああ、どうしよう……。なんて声こえをかけたらいいんだろう？　愛あい子こさんなら、こういうとき、どうするんだろう……？　うう、わからない……。

　こんな気き持もちのまま、『中ちゅう学がく生せいナイト』に出でられるかな？　ティナちゃんにムリさせちゃわないかな？

「ティナちゃん、きょうの『中ちゅう学がく生せいナイト』なんだけどさ──。」

　言いいかけたタイミングで、ドアがいきおいよく開あいて、カレンちゃんが入はいってきた。

「おじゃましま～す。あ～、ハナビちゃん、復ふっ活かつ！」

　カウンター席せきまで来きて、キッチンにいるあたしに顔かおを近ちかづけた。

「カレンちゃん、ひさしぶり。ど、どうしたの？」

　カレンちゃんの顔かおがまぢかにせまり、あたしは一歩ぽ下さがる。

「ねえねえ。うわさのヤマト君くん、会あったよ～。めっちゃイケメンで、びっくりしちゃった。ヤマト君くんは？　きょうはいないの？」

　ニヤニヤしながら、あたりを見みまわす。

「今いま、買かい出だしに行いってくれてるの。」

「そっか、じゃあ、ヤマト君くんが帰かえってくるまで、宿しゅく題だいしてよ～っと。」

　カレンちゃんがバッグを持もって、窓まどぎわの席せきへ移い動どうしようとしたとき、ソファ席せきでねころがっているティナちゃんに気きがついた。

「うわああ！　ティナちゃん、来きてたんだ～。びっくりした～。あれ？　ティナちゃん、きょう、髪かみの毛け、まいてるでしょ？　なにか特とく別べつなことでもあるの？　もしかして、リツさんが来きたりして～。」

　カレンちゃん、す、するどすぎるっ！

　ヒヤリとしたとき、ティナちゃんがむくっと体からだを起おこし、立たち上あがった。

「ハナビ、カレン、ごめん……。わたし、ちょっときょうは、具ぐ合あい悪わるいかも。」

「そ、そうだよね。ティナちゃん、さっきからすごく、顔かお色いろ、悪わるそうだったもん。」

　あたしはすぐに、ティナちゃんの言いおうとしていることに合あわせる。

「だから、ごめん。きょうは帰かえるわ。」

　あたしたちと目めを合あわすこともなく、ティナちゃんはそのまま家いえへ帰かえっていった。

「わたし、へんなこと言いっちゃった!?　また、なにかひどいこと言いっちゃった？」

　あせったカレンちゃんが、おどおどした顔かおで聞きく。

「ううん。だいじょうぶ。カレンちゃんはなんにも悪わるくないからっ、だいじょうぶ！」

　あたしも真しん剣けんに答こたえた。

　ティナちゃんがカフェを出でていってすぐ、外そとから楽たのしそうな笑わらい声ごえが、聞きこえてきた。ドアが開あき、入はいってきたのは、アンナちゃんとヤマト君くんだった。

　入はいってきたアンナちゃんと、すぐに目めが合あう。

「ハナビちゃん。体たい調ちょうはどう？　きのうよりは、顔かお色いろもいいみたいだけど。」

「おかげさまで、きょうは元げん気き。」

「よかった～。」

　ほっとした顔かおを見みせ、持もっていたキッチンペーパーや、紙かみナプキンが入はいったふくろをテーブルの上うえに置おいた。あれ？　ヤマト君くんと買かい出だしもいっしょだったの……？

　あたしの視し線せんに気きづいたアンナちゃんは、すぐに笑わらって答こたえる。

「ヤマトとは、さっきそこで会あったの。」

「そうだったんだ。」

「あ、あとこれ。家いえに山やまほどりんごがとどいたから、みんなで食たべよ。」

　アンナちゃんは、紙かみぶくろにたくさんつまったりんごを見みせた。

「ありがとう。いいの？　こんなにたくさん。」

「家か族ぞくはほとんど家いえにいないし、うちにあっても、くさらせちゃうだけだから。」

　そう言いって、アンナちゃんは紙かみぶくろをキッチンに持もっていった。

「アンナちゃん、おはよ～。〝ツイッター〟、フォローしてくれてありがと～。」

　トイレからもどったカレンちゃんが、まっすぐにアンナちゃんのところへ行いく。

「もうすぐ夕ゆう方がただけど、おはよ～。カレンのツイートの量りょう、半はん端ぱないね。」

「ええ!?　多おおすぎ？　ごめ～ん。」

「いやってわけじゃなくて、リツイートしてるのが、どれもめちゃくちゃ笑わらえる。ああいうの、どこから見みつけてくるの？　この前まえなんか──。」

　アンナちゃんとカレンちゃんが、楽たのしそうにしゃべりはじめた。そんなに笑わらえるリツイートって、どんなの？　気きになったけれど、二人ふたりの会かい話わから聞きこえてくる言こと葉ばは、あたしの知しらない外がい国こく人じんの名な前まえやグループ名めいで、ちっとも会かい話わに入はいれない。

　アンナちゃんの向むこうで、買かってきたものをたなにしまっているヤマト君くんと話はなしたくても、カレンちゃんとアンナちゃんのとなりで話はなすのはなんだかちょっとはずかしい……。

「ハナビちゃん。そろそろ作つくりはじめようか。」

　ふいに、アンナちゃんがふりかえって言いった。

「あっ、うん、そうだね。えっと、じゃあ……。」

　しまった！　ほかのことを考かんがえていて、だいじなごはんのことをわすれていた！

　作さ業ぎょうのふりわけをきめなきゃいけないけれど、急きゅうに聞きかれたせいか、すぐに出でてこない。シーンとしてしまった場ばで、見みかねたアンナちゃんが口くちを開ひらいた。

「きょうはこのメンバーのほかに、だれが来くるんだっけ？」

「えっと、きょうはあと、ナナミちゃんひとりなの。リョウマ君くんとアヤメちゃんは塾じゅくで、コウヘイ君くんは部ぶ活かつで来こられないって。」

　コウヘイ君くんはリョウマ君くんの友ともだちで、中ちゅう高こう一いっ貫かんの私し立りつだから高こう校こう受じゅ験けんはしない。

「じゃあ、ぜんぶで五人にんってことね。そうしたらまず、コロッケをあげる前まえの段だん階かいまで、やっちゃおうか。カレンはどれやりたい？」

　アンナちゃんがあたしたちを見みまわして言いった。

「わたし、じゃがいもやる～。」

　カレンちゃんが手てを上あげる。

「ハナビちゃんは？」

「じゃ、じゃあ、あたしもじゃがいもの皮かわをむくね。量りょうが多おおいから。」

　少すこしあせって、いちばんに目めに入はいった、じゃがいもを指ゆびさして答こたえた。

「オッケ～。じゃあ、ヤマトはわたしとキャベツの千せん切ぎり対たい決けつよ。」

　アンナちゃんがドヤ顔がおで言いい、ヤマト君くんがニヤッと不ふ敵てきな笑えみをこぼす。

「受うけて立たつ。」

　ええっ!?　なに、楽たのしそう!!　そんな選せん択たく肢しがあるなら、先さきに言いってよお！

　二人ふたりの千せん切ぎり対たい決けつがはじまると、カレンちゃんはじゃがいもそっちのけで、横よこから観かん戦せんしはじめた。

　アンナちゃんやカレンちゃんの、楽たのしそうな声こえが聞きこえてくる。

　いいなあ。ヤマト君くんとキャベツの千せん切ぎり対たい決けつ。ぜったいにあたしが負まけるけれど、いいなあ。「あたしもやりたい。」のひとことが言いえないまま、あっというまに勝しょう負ぶは終おわり、キレイに切きられた千せん切ぎりキャベツの山やまができていた。

　勝しょう者しゃはヤマト君くんだったけれど、アンナちゃんも負まけずおとらずの速はやさで、あたしよりもうんと速はやい。

　おくれてナナミちゃんがやってきたころ、ちょうど食しょく事じの準じゅん備びがととのった。

　いつもティナちゃんがすわっていた、あたしの向むかいの席せきにはアンナちゃんがすわり、そのななめとなりには、ヤマト君くんがすわっている。

　メンバーがちがうだけで、なんだかふんいきまで、いつもとちがって見みえる。

　食しょく事じがはじまると、話わ題だいは〝クリスマスカフェ〟の相そう談だんだ。

　あたしが休やすんでいるあいだに会かい議ぎできまったことをアンナちゃんが読よみ上あげた。あいまいだったアイディアにもちゃんと対たい策さく案あんができていて、話はなしの進すすみ具ぐ合あいにおどろいた。

　けれど、あたしがやってみたいと思おもっていたゲームとか、キャンドルライトとかがなくなっていたのは、ちょっと残ざん念ねん。

　ただ、子こどもたちへのクリスマスプレゼントに、アイシングクッキーをあげるアイディアもくわわっているのにはワクワクした。

　アイシングクッキーっていうのは、卵らん白ぱくや粉こな砂ざ糖とうをまぜたアイシングというペーストで、クッキーの表ひょう面めんに絵えや文も字じをかいてデコレーションしたものだ。

「子こどもたちへのプレゼントのふくろなんだけど、ちょっと作つくってみたの──。」

　あたしは紙かみぶくろをひざの上うえに置おいて、中なかから赤あかと白しろのフェルトで作つくった、しま模も様ようのくつしたを取とり出だした。この紙かみぶくろの中なかには、インフルエンザ中ちゅうに作つくった試し作さく品ひんが入はいっている。

「こういう、くつしたのふくろを作つくって、プレゼントを入いれてクリスマスツリーにぶらさげてあったら、かわいいだろうなって思おもったの。」

「かわいい～。これ、ハナビちゃんが作つくったの？」

　アンナちゃんが手てをのばして、あたしからくつしたを受うけとった。

「うん。」

「すごいねえ！　でも、これをたくさん作つくるのは大たい変へんじゃない？　今いまの時じ期きなら百ひゃく円えんショップに行いけば、クリスマスのくつしたは売うってるから、買かったほうが早はやいし、負ふ担たんにならないんじゃないかな？」

　アンナちゃんが首くびをかしげる。

「たしかに～。器き用ようなメンバーは上じょう手ずに作つくれるだろうけど、わたしなんかは、たいして力ちからになれない気きがするし。」

　カレンちゃんが身みを乗のり出だす。

「それに、プレゼントはアイシングクッキーに決きまったから、透とう明めいのふくろで中なか身みが見みえてる状じょう態たいでわたしたほうが、かわいいし、見みばえもよさそう。」

　アンナちゃんはカレンちゃん、ナナミちゃんと顔かおを見みあわせたあと、あたしを見みた。

「そっ、そうだね。ほかにもやることはいっぱいあるし、クッキーのふくろは、百ひゃく円えんショップでさがしてみる。」

　あたしはみんなの意い見けんを受うけて答こたえた。

「でも、これ、すごくかわいいから、もったいないよ。それに、クリスマスツリーにプレゼントがぶらさがってるのをもらって帰かえるって、楽たのしそうだね。」

　テーブルに置おかれたくつしたを手てに取とって見みていたナナミちゃんが、あたしにくつしたを手てわたした。

「そうなの。だけど、たしかにたくさん作つくるのは大たい変へんそうだから、ふくろはもういちど考かんがえてみるね。」

　あたしはみんなに言いって、くつしたを紙かみぶくろにしまいこんだ。

「じゃあ、次つぎは、料りょう理りについてなんだけど──。」

　アンナちゃんが、次つぎの話わ題だいに切きりかえた。

　なんとなく、アンナちゃんを中ちゅう心しんに話はなしが進すすんでいく。まとめるのも、進すすめるのも、あたしなんかよりも、ずっとじょうずだ。だからつい、たよってしまう。

　だけど、思おもっていたこととちがう方ほう向こうに話はなしが進すすんでいくのは、ちょっといやな気き分ぶんにもなる。それに、アンナちゃんとヤマト君くんが仲なか良よくしゃべっているところを見みると、落おち着つかない。

　あ～、きょうもまたモヤモヤしている。ウジウジしている……。

「だいじょうぶか？　ハナビ？　なんか元げん気きないぞ！」

　ふいにヤマト君くんの声こえが聞きこえ、われに返かえる。無む意い識しきのうちに、あたしは両りょう手てで顔かおをおおっていた。ヤマト君くんは心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうで、返へん事じを待まっている。

「だ、だいじょうぶ！　ちょっと、へんなこと考かんがえちゃってただけだから。」

「え？　なに、なに？　へんなことってなに？」

　カレンちゃんがニタニタしながら、聞きいてくる。あ～、カレンちゃん。そこは深ふかく聞きかないで～。返へん事じにこまっているところで、とつぜんカフェのドアが開あいた。

「ちわーっす。」

　入はいってきたのは、きょう欠けっ席せきのはずのリョウマ君くんだった。

「リョウマ君くん！」

　あたしは思おもわず、大おおきな声こえでよぶ。助たすかった！

「それがさ、塾じゅくで、夕ゆう飯はん休きゅう憩けいで外そとに出でるじゃんか。『腹はらへったな～。』ってつぶやいたら、いつのまにか、ここに来きてたんだよなあ。ふしぎだろ？」

　まじめな顔かおで言いい、

「なに、その魔ま法ほうの呪じゅ文もん～。」

　カレンちゃんが高たかい声こえで笑わらう。リョウマ君くんが来きたことで場ばの空くう気きがガラッと変かわった。

「だろ？　ところで、今こん夜やのメニューは？　って、みんな、食くい終おわってんじゃん！」

　みんなのからになったお皿さらをのぞき、リョウマ君くんがさけび声ごえをあげる。

「だいじょうぶ。あげないで、取とっておいたコロッケがあるから、ちょっと待まってね。」

　あたしは立たち上あがって、キッチンへ向むかう。

「おお、ハナビ、だいじょうぶか？　あげ物ものだぞ？」

　リョウマ君くんは不ふ満まんそうに口くちをとがらせる。

「言いっとくけど、おれは過か去こ最さい高こうに腹はらをすかせているんだからな。黒くろこげにしたら、どうなるか、わかってるだろうな。」

「ちょっと、だまってて。集しゅう中ちゅうしてるんだから。」

「あのさ、ハナビの気き持もちは、たいへんありがたいが、おれは料りょう理り上じょう手ずなヤマト君くんにあげてもらいたい。」

「ちょっとお！」

「冗じょう談だんだよ。」

　リョウマ君くんはそう言いって、明あかるく笑わらった。

　あたしも照てれ笑わらいをうかべる。よかった……。ひとりで考かんがえていると、悪わるいほうへいってしまいそうになる。けれど、リョウマ君くんが来きてくれて、少すこし心こころによゆうができた。

「ねえ、当とう日じつは、リョウマ君くんが司し会かい進しん行こう役やくをやったらいいと思おもうんだけど！」

　アンナちゃんが食しょく事じをしているリョウマ君くんに声こえをかける。

「え？　おれ？」

「だって、声こえはよくとおるし、おもしろいし、明あかるいし。」

「ネエさん。そんなにほめてもらっても、なにも出でないっすよ～。でも、そこまで言いってもらえるなら、やりましょう。」

　リョウマ君くんはいつもの調ちょう子しで、楽たのしそうにアンナちゃんとも話はなす。

　いいなあ。こんなふうに、だれとでも屈くっ託たくなく話はなせるリョウマ君くんが、あらためてうらやましくなる。あたしは、どうしてこうもウジウジしてしまうんだろう……？

「おっ、そういえば、ティナは？　いつものするどいツッコミがねえけど。」

　リョウマ君くんは周しゅう囲いを見みまわした。

「具ぐ合あいが悪わるくて、帰かえっちゃったの。」

　答こたえると、リョウマ君くんは深ふかくうなずき、

「あいつでも病びょう気きすることがあんだな。」

と笑わらった。





6　二本ほんのクリスマスツリー







『中ちゅう学がく生せいナイト』が終おわって、あたしはティナちゃんにＬＩＮＥラインを送おくった。けれど、既き読どくすらつかない。次つぎの日ひの朝あさは、いつもの待まち合あわせ場ば所しょにもティナちゃんの姿すがたはなく、学がっ校こうにも来こなかった。

　いっぽうで、新あたらしくできた〝クリスマスカフェ〟のグループＬＩＮＥラインでは、連れん絡らくがとびかっている。『夜よるカフェ』中ちゅう学がく生せいメンバーに、ヤマト君くんとアンナちゃんがくわわったグループだ。

　アンナちゃんが、クリスマスまでの残のこり一週しゅう間かんで、〝作つくらなきゃいけないもの〟〝買かわなきゃいけないもの〟〝みんなで相そう談だんしたいこと〟とか、必ひつ要ようなことをリストにまとめ、スケジュールまでくんでくれた。

　頭あたまの中なかでは、なんとなくだいじょうぶだろうと思おもっていたけれど、実じっ際さいはのんびりしていられないことに気きづき、ようやくあせりはじめる。

　こんなふうにスケジュールやリストにまとめるなんて、あたしは思おもいつきもしなかった。アンナちゃんて、やっぱりすごいなぁ。たよりがいがある。

　ティナちゃんとは連れん絡らくが取とれないままだった。

　様よう子すを見みに行いこうと思おもっていたけれど、やらなきゃいけないことがたくさんあって、行いけずにいる。

　金きん曜よう日びの夜よる、既き読どくがつかないティナちゃんとのトーク画が面めんをながめながら、洗せん面めん所じょで歯はをみがいていると、となりにヤマト君くんがやってきた。

「ティナちゃんとは、まだ連れん絡らくつかないのか？」

　ヤマト君くんも自じ分ぶんの歯はブラシをつかみ、鏡かがみごしにあたしの顔かおを見みて、話はなしかける。

「…………」

　しゃべれないので、うなずいてみせる。

「そうか……。」

　歯はブラシに歯はみがき粉こをつけて、ヤマト君くんも歯はをみがきはじめた。二人ふたりでならんで、シャカシャカ歯はをみがく姿すがたが、鏡かがみに映うつっている。

　ヤマト君くんは考かんがえごとをしているのか、ボーッと鏡かがみのおくをながめている。あたしはヤマト君くんの横よこ顔がおをチラチラとぬすみ見みた。なにを考かんがえているのかな……？

　クリスマスの予よ定てい、今いまなら聞きけるかな。プレゼントも、好すきなものとか、ほしいものとか聞きいてみようかな？

「なんだよ。」

　ふいに鏡かがみごしに、ヤマト君くんがあたしをジロッと見みて言いった。いそいで、口くちをゆすいで答こたえる。

「ううん。なんでもない。」

　ヤマト君くんも口くちをゆすぐ。

「いや。なにか、かくしてるだろ？」

「べ、べつにかくしてなんかいないよ。」

　話はなしをそらせようと顔かおをあらってごまかす。

「ふ～ん。」

　ヤマト君くんはそう言いいながらも、じっと鏡かがみごしにあたしの目めを見みつめる。はずかしくて、あたしはタオルで顔かおをかくした。

「おまえ、うそつくときは目めが泳およぐから、すぐわかる。」

「えっ!?　ほんと!?」

「うん。なにか、言いいたいことがあるんじゃないのか。」

　ヤマト君くんがあたしの手てからタオルを取とって、直ちょく接せつ顔かおを見みた。これはもう、ここで言いうしかない。あたしはひと息いきついて、思おもいきって聞きいた。

「あ、あの、二十五日にち、ヤマト君くんはおひまですか!?」

「二十五日にちって、〝クリスマスカフェ〟の日ひだろ？　ひまなわけないだろ。」

「あ、うん。えっと、そうだよね……。かたづけも何なん時じに終おわるかわからないし……。」

　そうだよ、前ぜん日じつのイブだって、きっと準じゅん備びでいそがしいから、二人ふたりででかけるタイミングなんてない……。

「夕ゆう飯はんもいつものように、みんなで食たべようってことになったら、外そとに食たべにも行いけないしな。」

　顔かおをあらったヤマト君くんがタオルでふきながら言いった。

「そ、そうだよね……。」

　ああ、どうしよう……。クリスマスプレゼント、いつ、わたそう……。

「思おもってた以い上じょうにいそがしいよな。クリスマスが終おわってからだな。」

　ヤマト君くんがうつむいたあたしの頭あたまをポンポンとして、

「じゃ、おやすみ。」

　部へ屋やにもどっていった。

　あれ……？　あれれ？　今いま、ヤマト君くん、『外そとに食たべにも行いけないしな。』って言いった？　それって、二人ふたりでってこと？　『クリスマスが終おわってから。』って、なにが？　もしかしてヤマト君くんも、いっしょにでかけようって、考かんがえてくれていた!?

　あわててふりかえる。けれど、ヤマト君くんの部へ屋やのドアはしまったあとだった。




　週しゅう末まつの土ど曜よう日び、あたしは早はやく起おきて、電でん車しゃに乗のり、おしゃれなお店みせがたくさんならぶ街まちまででかけた。ヤマト君くんには、アイシングクッキーの参さん考こうになりそうなものをさがしてくるって言いってきたけれど、ほんとうの目もく的てきはヤマト君くんへのクリスマスプレゼントさがしだ。

　早はやくにでかけたものの、これをあげたい、と思おもえるプレゼントはまったく思おもいつかない。

　そもそも男おとこの人ひとへのプレゼントなんて、パパにあげるもの以い外がいは買かったことがないし……。

　ヤマト君くんはなにが好すきなんだろう……？　料りょう理り、読どく書しょ、コーヒー……？

　インテリアショップや雑ざっ貨か屋や、文ぶん房ぼう具ぐ屋やや本ほん屋や、花はな屋や、目めについたお店みせはすべてまわったけれど、なかなかいいものが見みつからない。

　うろうろ歩あるきまわるうちに、時じ間かんはあっというまにすぎ、午ご後ご三時じをまわっていた。

　気き持もちはあせるけれど、ここで妥だ協きょうはしたくない。プレゼントをわたしたときの、ヤマト君くんの笑え顔がおが見みたい。ヤマト君くんによろこんでほしいっ！

　目めをとじて、頭あたまの中なかにヤマト君くんの笑え顔がおを思おもいうかべてから、目めを開あける。ふいに、通とおりの角かどにある雑ざっ貨か屋やに目めがとまった。お店みせの前まえにならんだワゴンの中なかに、あたたかそうな手てぶくろがあった。

　手てに取とったとたん、ヤマト君くんがお見み舞まいに来きてくれたとき、寒さむそうに手てに息いきをふきかけていた姿すがたを思おもい出だした。

　ブラウンの、ムートンににせた素そ材ざいの手てぶくろに手てをとおしてみる。裏うら側がわはボアでおおわれて、あったか～い。これだっ！

　あたしは手てぶくろを持もって、お店みせの中なかへ入はいった。予よ算さんは少すこしだけオーバーしてしまったけれど、いいプレゼントと出で合あえた気きがする。

　買かい物ものをすませ、はずんだ気き持もちで駅えきへいそぐと、ビルにはさまれた、開ひらけたスペースに大おおきなクリスマスツリーがあった。

　キレイなゴールドのボールと真まっ赤かなリボンのオーナメント、チカチカと細こまかく光ひかるイルミネーションでかざられたツリーに、通とおりを歩あるく人ひとだれもが、いちどは目めをとめた。

　ツリーの前まえでは、わあっと、うれしそうな笑えみをうかべた子こどもが、母はは親おやといっしょに写しゃ真しん撮さつ影えいをしている。

「キレイ……。」

　そうだ！　家いえにあるクリスマスツリーを持もってきて、〝クリスマスカフェ〟でかざろう！

　クリスマスツリーについては、話わ題だいにはなったけれど、七十センチくらいの卓たく上じょうサイズのものならすでに『三さん丁ちょう目めカフェ』にあるから、それでいいということになった。

　だけど、少すこしでも大おおきいほうが、迫はく力りょくがあるし、子こどもたちもきっとワクワクするはず！

　グループＬＩＮＥラインを開ひらいて、みんなにツリーを持もっていくことを報ほう告こくしようと思おもったけれど、手てを止とめた。

　ううん、明日あしたみんなが来くるときに、カフェにかざっておこう。みんなをびっくりさせたい！　そんな計けい画かくを立たて、あたしは足あし早ばやに帰き宅たくした。




　翌よく朝あさ、あたしは早はや起おきをして、クリスマスツリーを取とりに自じ宅たくに帰かえった。

　物もの置おきのいちばんおくにしまわれた、クリスマスツリー用よう品ひんがつまった箱はこを引ひっぱり出だして、フタを開あけると、なつかしいにおいがする。

　たしか小しょう学がく五年ねん生せいのクリスマスにかざったのを最さい後ごに、ずっとしまったままだった。

　丸まるいオーナメントには、小ちいさいころ、あたしが描かいたらくがきまで残のこっている。そんな思おもい出でがつまったクリスマスツリー用よう品ひんの箱はこをそっととじて、大おおきな紙かみぶくろに入いれた。

　そして、組くみ立たて式しきのツリーが入はいった段だんボール箱ばこと紙かみぶくろを持もって、よしっと気き合あいを入いれて、家いえを出でた。

　自じ宅たくから愛あい子こさんちにツリーを運はこぶのは意い外がいと大たい変へんで、なんどもとちゅうで立たち止どまって休やすんだりして、やっとの思おもいで、愛あい子こさんちの前まえまでたどりついた。

　きょうはリサちゃんや、なっちゃんも来くることになっている。そろそろ来きているかな。

　息いきをととのえ、着きくずれたコートをととのえ、ドアを開あけた。

「ただい……ま……。」

　あれ……？　なに、あれ……。

　入はいってすぐに目めに飛とびこんできた光こう景けいを見みて、おどろいた。

　カフェのすみっこで、リサちゃんとなっちゃん、それからヤマト君くんが長ながくて大おおきな段だんボール箱ばこをおさえ、アンナちゃんがそこからクリスマスツリーを引ひっぱり出だそうとしていた。

「あっ、ハナビちゃん、おかえり～。」

　あたしに気きづいて、アンナちゃんが手てをふった。

「あの、これ……。」

「ああ、うちのツリー。やっぱり、大おおきなツリーがあったほうが、クリスマスらしいし、インパクトがあるでしょ。きのうの夜よる、思おもい立たって、屋や根ね裏うら部べ屋やをさがしたの。そうしたら、取とり出だしやすい場ば所しょにしまってあったから、持もってきちゃった。」

　言いいながら、アンナちゃんは葉はっぱがみっしりついた、長ながいツリーの支し柱ちゅうを取とり出だし、

「ジャーン！」

　うれしそうな顔かおで、あたしたちに見みせた。

「わ～。」

　リサちゃんとなっちゃんが歓かん声せいをあげる。
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「そうだったんだ……。」

　声こえが小ちいさくなる。思おもわず、持もっていた荷に物もつをかくそうとしたけれど、

「あれ!?　もしかして、ハナビちゃんもツリー、持もってきてくれたの？」

　アンナちゃんが、ツリーに気きづく。

「あっ、うん……。あたしも、大おおきいツリーがあったほうがいいかなって思おもって……。」

　言いいながら、ますます声こえが小ちいさくなる。大おおきいっていっても、あたしの背せよりも少すこし低ひくいもので、アンナちゃんがささえているツリーの支し柱ちゅうのほうが、ずっと高たかく見みえる。

　ぜんぶ組くみ立たてたら、二メートルはかんたんにこえそうだ。

　葉はっぱもリアルなもみの木きに見みえるし、うちのツリーなんかより、ずっと立りっ派ぱだ。

「え～。そうだったの!?　ハナビちゃん、ごめんね。ちゃんとＬＩＮＥラインで相そう談だんすればよかったね。どうしようか。」

　アンナちゃんがこまった顔かおであやまり、リサちゃんとなっちゃんが顔かおを見みあわせる。

　ふいに、なっちゃんの視し線せんが、あたしのかかえているツリーの箱はこと、アンナちゃんのツリーの箱はこを見みくらべるように動うごいた気きがした。

「あ、あたしのツリーは気きにしないで！　勝かっ手てに持もってきちゃっただけだから！」

　あたしは大おおきな声こえで言いい、なっちゃんに笑わらいかける。

「相そう談だんなしにごめんね。それに、アンナちゃんのツリーのほうが、ずっと立りっ派ぱだもん！」

　ツリーの段だんボール箱ばこを入いり口ぐちに置おき、リサちゃんやなっちゃんのとなりへ行いった。

「すごいね～。アンナちゃんのツリーを組くみ立たてたところを、早はやく見みたいね！」

　明あかるい声こえで、リサちゃんとなっちゃんに話はなしかける。ツリーぐらいのことで、またウジウジするわけにはいかない。

「ハナビちゃんのツリーはどうするの？」

　リサちゃんが心しん配ぱいそうに聞きく。なんだか同どう情じょうされているみたいな気きがして、わざと明あかるく答こたえる。

「あたしのはいいよ、こんなに大おおきくて立りっ派ぱなのがあるんだから。」

「べつに、ふたつかざったっていいんじゃないか？　小ちいさいサイズなら、入いり口ぐちや外そとにだってかざれるだろ。」

　ヤマト君くんが、立たち上あがって言いった。

「そうよ。ツリーはいくらあったっていいじゃない。そのほうがはなやかだし。ねえ？」

　アンナちゃんがポンッと手てを打うつ。

「うん、そうだね！　ふたつとも立たてちゃおうか。じゃ、じゃあ、あたしはこっちのツリーを組くみ立たてるね。」

　あたしはそう言いって、入いり口ぐちに置おきっぱなしにしていたツリーの箱はこを開あけた。

「オッケー。ちゃちゃっと組くみ立たてちゃおう！　じゃあ、なっちゃんとリサちゃんに、土ど台だいを組くみ立たててもらおうかな。」

　アンナちゃんはこしに手てをあてて、小しょう学がく生せいコンビに声こえをかけ、それぞれの場ば所しょで組くみ立たて作さ業ぎょうがはじまった。

「おれも、手て伝つだうよ。」

　ヤマト君くんがあたしのとなりにかがんで、箱はこをのぞく。

「あ、でも、すっごく小ちいさいから、ひとりでもだいじょうぶ。」

　あわてて、あたしは答こたえる。

「なに、えんりょしてんだよ。二人ふたりでやったほうが、早はやいだろ。」

「うん。そうだね！」

　ヤマト君くんが手て伝つだってくれるのがうれしくって、力ちからをこめて答こたえた。

　ヤマト君くんといっしょにツリーを組くみ立たてていることが、最さい高こうにうれしくて、楽たのしいのに、背せ中なかごしに聞きこえてくる、リサちゃんやなっちゃんの楽たのしそうな声こえに、いちいち反はん応のうしてしまう。そんな自じ分ぶんがいやで、小こ石いしがひとつずつ入はいっていくように、心こころはどんどん重おもくなっていった。

「すご～い。本ほん物ものの木きみた～い。」

　ツリーの本ほん体たいを組くみ立たて終おわり、リサちゃんとなっちゃんが歓かん声せいをあげる。

　カフェの天てん井じょうにとどいてしまいそうなほどの、大おおきなクリスマスツリーは、一いっ見けん、本ほん物もののもみの木きのようだ。

　きのう、あたしが買かい物ものの帰かえりに見みたツリーを思おもい出ださせるくらいの迫はく力りょくで、みんなのテンションもあがる。

「すっご～い！　アンナちゃんって、ほんと、なにものなのっ!?　すごすぎ～。なんだか、アンナちゃんが来きてくれて、一いっ気きにレベルがあがった気きがする！」

　カフェに入はいってきたカレンちゃんは、楽たのしそうに何なん枚まいも写しゃ真しんを撮とっている。

「ほめすぎよ。」

　アンナちゃんは笑わらって言いう。

「だって、ほんとにそうだもん。リストとか、スケジュールとか作つくってくれたり……。今いままでだれも、そんなこと思おもいつかなかったし。〝グラスハープ〟にしたって、クオリティ高たかすぎっ。あ～、〝クリスマスカフェ〟、ますます楽たのしみになってきた～。」

「この中なかでいちばん、お姉ねえさんだからね～。」

　アンナちゃんは、カレンちゃんの肩かたにうでをまわし、鼻はなをツンと持もちあげた。

「ねえねえ、アンナちゃん。早はやく、かざりもつけようよ。」

　リサちゃんが、カレンちゃんと話はなしているアンナちゃんのそでを引ひっぱる。

「かざりは、きょうは重おもたくて持もってこられなかったの。だから、二十四日かに持もってくるね。」

「クリスマスイブに、かざりつけするんですか？」

　少すこしおどろいた顔かおで、なっちゃんが聞きく。

「海かい外がいのクリスマス本ほん場ばの国くにでは、二十四日かにかざりつけをするのが、恒こう例れいっていうところもあるんだって。だから、リサちゃんもなっちゃんも、そのときはまた、よろしくたのむわね！」

　アンナちゃんが、二人ふたりにウィンクをして答こたえた。

「わ～。楽たのしみ～。」

　リサちゃんとなっちゃんが顔かおを見みあわせ、声こえをはずませる。

「今こ年としのクリスマス会かい、去きょ年ねんとぜんぜんちがう。」

　なっちゃんがツリーを見みあげながら、うれしそうにほほえんだ。

「あっ、そうだ。みんなで写しゃ真しん、撮とろう！」

　大おおきなツリーを背せにしたアンナちゃんが、手てを上あげて、みんなに声こえをかけ、

「ハナビちゃんも、ヤマトも入はいって、入はいって！」

　手て招まねきをして、ヤマト君くんをよんだ。カレンちゃんやリサちゃんたちが、すぐにツリーの前まえに集あつまった。段だんボール箱ばこをかたづけ終おえたあたしも、みんなのそばへ行いく。

「おれが撮とるよ。」

　ヤマト君くんはタイマー撮さつ影えいを準じゅん備びしようとしていたカレンちゃんに、手てを差さし出だしスマホを受うけとった。

「え～、ヤマトも入はいってよ。」

　それを見みていたアンナちゃんが残ざん念ねんそうに言いうのを見みて、あたしはとっさに自じ分ぶんのスマホを持もって、ヤマト君くんのそばへ行いった。

「ヤマト君くんも写しゃ真しん、入はいって。」

「おれはいいよ。ハナビこそ、入はいれよ。」

「あたしは、いつでも撮とれるから。」

　あたしはスマホをかまえた。ヤマト君くんは心しん配ぱいそうに、あたしをじっと見みている。

「ハナビちゃん、あとで交こう代たいするからね！」

　アンナちゃんがカメラごしに、あたしに向むかって言いった。

「え～、ダメ。アンナちゃんが写うつってなきゃ意い味みないし！」

　カレンちゃんがはしゃいで言いう。カレンちゃんはすっかりアンナちゃんのファンだ。

　そんなみんなのやりとりを、スマホの画が面めんごしにながめながら、あたしはまた、気き持もちが落おちていくのを感かんじた。いけない、いけない。

「じゃ、じゃあ、みんな。撮とるよ～。は～い、チ～ズ。」

　どんどんしずみこんでいく気き持もちをむりやり持もちあげて、かけ声ごえをかける。

「メリ～クリスマ～ス！」

　同おなじタイミングで、アンナちゃんが大おおきな声こえで言いった。

「メリ～クリスマ～ス！」

　アンナちゃんの声こえに合あわせて、ほかのみんなもさけんだタイミングで、あたしはシャッターボタンをおした。





7　キツイ言こと葉ば







　終しゅう業ぎょう式しき。学がく生せい生せい活かつで最さい低てい記き録ろくともいえる通つう知ち表ひょうをもらい、あたしの中ちゅう学がく二年ねん生せいの二学がっ期きが終おわった。

　ママにはとても見みせられたものではないけれど、今いまは成せい績せきのことなんて、かすんでしまうほどのモヤモヤが、重おも～くまとわりついている。

「ただいま。」

　カフェに入はいると、すぐにアンナちゃんの大おおきなツリーが目めに入はいってくる。入いり口ぐちの横よこに置おかれたあたしのツリーは、意い識しきしないと見み落おとしてしまうほどだ。

「あら、おかえり、ハナビ。」

　キッチンにいた愛あい子こさんが顔かおを上あげる。カフェの中なかでは、年ねん配ぱいの常じょう連れんのお客きゃくさんが二ふた組くみ来きていて、それぞれおしゃべりを楽たのしんでいる。

「やっぱりツリーがあるといいね。」

　言いいながら、あたしはカウンター席せきにすわった。

「お客きゃくさんもよろこんでくれてるわよ。それより、どうしたの？　そんな暗くらい顔かおをして。ハナビったら、ヤマト君くんが帰かえってくるのをあれほど楽たのしみにしていたのに、ここのところ、元げん気きがないじゃない。」

　コーヒー豆まめをひきながら、愛あい子こさんがチラッとあたしを見みた。

「そんなことないよ。最さい近きんいそがしかったから、つかれてるだけかも。」

「そお？」

　愛あい子こさんがもういちど、あたしの顔かおをのぞきこむ。その顔かおを見みて、愛あい子こさんは気きづいている気きがした。ほんとうは、モヤモヤしているくせに、ヤマト君くんやみんなの前まえでは、むりやり元げん気きにふるまっていることを。

　仕し事ごとでいそがしい愛あい子こさんだったけれど、いつもこうして見みていてくれる。

　うれしい反はん面めん、ツリーのこととか、アンナちゃんのことでモヤモヤしていることが、なんだかはずかしい。そんな小ちいさなことに、いちいち引ひっかかっている自じ分ぶんがいやになる。

「じつはね、通つう知ち表ひょうが最さい悪あくだったんだ～。それよりヤマト君くんはきょう、お墓はか参まいりに行いっているんだよね？」

　あたしは話わ題だいをそらすように言いった。きょうはヤマト君くんのお母かあさんの命めい日にちだから、お墓はか参まいりに行いく、と前まえから聞きいている。

「ええ。アンナちゃんが来きて、いっしょに行いったわよ。」

　えっ？　アンナちゃんも？　お墓はか参まいりに行いくことは聞きいていたけれど、アンナちゃんもいっしょに行いくなんて、聞きいていないっ、聞きいていないよっ！

「夕ゆう方がたまでには帰かえるって言いってたかしら。あの二人ふたりは小ちいさいころから家か族ぞく同どう士しのおつきあいだったんだもんね。」

　愛あい子こさんが時と計けいを見みながら言いう。

「あっ、そう、そうだよね。小ちいさいころから仲なか良よしだったんだもんね。」

　とっさに、あたしはまた平へい気きをよそおった。

「じゃあ、みんながそろうまで、たりないものの買かい出だしに行いってきちゃおうかな。」

　こんなことでパニック状じょう態たいになっていることを、愛あい子こさんに知しられたくなくて、にげるようにカフェを出でて、家いえのほうの玄げん関かんに入はいった。

　ヤマト君くんが、アンナちゃんとお母かあさんのお墓はか参まいりに行いった……。そんな約やく束そくをしていたなんて、知しりもしなかった。あたしも、いつかいっしょに行いきたいって思おもっていたのに。

「たしかに、アンナちゃんとヤマト君くんは家か族ぞくぐるみのおつきあいだったんだから……。」

　ぽつりとつぶやいて、あたしは二階かいへあがる。

　私し服ふくに着きがえて、ヤマト君くんへのプレゼントをバッグに入いれた。プレゼントを入いれる箱はこを選えらんで、ラッピング用よう品ひんとカードもいっしょに買かっちゃうためだ。

　よしっと気き合あいを入いれて、あたしはコートにそでを通とおした。




　よけいなことを考かんがえて、気き分ぶんが落おちないようにスマホにイヤホンをつなげて、大だい好すきなクリスマスソングを聴ききながら、ショッピングモールを歩あるく。

〝クリスマスカフェ〟で使つかう紙かみナプキンや紙かみコップ、ラッピング用ようのリボンや包ほう装そう紙しはどれもかわいいものばかりで、選えらんでいるあいだは、ヤマト君くんとアンナちゃんのことを考かんがえずにすんだし、ワクワクもした。

　予よ算さんのことも計けい算さんしながら選えらんでいるうちに、思おもった以い上じょうに時じ間かんがかかり、気きづけば午ご後ご四時じをすぎている。いけない、みんなが準じゅん備びの手て伝つだいに来くるから、早はやく帰かえらないと！

　あたしは急いそぎ足あしでお店みせを出でて、電でん車しゃに飛とび乗のった。電でん車しゃがもよりの駅えきにつき、人ひとごみをよけながら改かい札さつ口ぐちへいそぐ。

　ふいに前まえを歩あるくベージュのダッフルコートを着きた、背せの高たかい男おとこの子こに目めがとまった。ヤマト君くんと同おなじコートだ。たしかめるために、階かい段だんをかけおりようとしたとき、となりにアンナちゃんがいるのに気きがついた。

　二人ふたりはおしゃべりをしながら駅えきの外そとへ出でる。アンナちゃんが身みぶり手てぶりで話はなしかけると、ヤマト君くんが笑わらう。

　後うしろにいるあたしには気きづきもせず、二人ふたりは楽たのしそうに話はなしている。

　アンナちゃんは、ヤマト君くんの家か族ぞくとも仲なか良よしで、いろんなところにいっしょに旅りょ行こうに行いったり、二人ふたりだけの思おもい出でをたくさん持もっている。

　笑わらったり、いたずらっぽい顔かおをしたり、ムッとした顔かおをしたり、じっと顔かおをのぞきこんだり、いろんな表ひょう情じょうを見みせ合あっている。

　どこからどう見みても、二人ふたりはおにあいのカップルだ……。

　声こえをかけられず、後うしろから、ただ二人ふたりを見みている自じ分ぶんがすごくみじめに思おもえてくる。

　ちがう道みちを通とおって帰かえろうと角かどをまがりかけたとき、アンナちゃんがふいに立たち止どまったのが見みえた。そして、バッグからラッピングされた箱はこを取とり出だし、ヤマト君くんに手てわたした。あれは、プレゼント……？

　ヤマト君くんはすぐには受うけとらず、なにか話はなしている。受うけとっちゃ、いやだ……。

　思おもわず、心こころの中なかで願ねがってしまう。

　けれど、アンナちゃんがもういちどプレゼントを差さし出だすと、ヤマト君くんはそれを両りょう手てで受うけとった。

　アンナちゃんにさいそくされ、ヤマト君くんがプレゼントの包つつみを開あける。中なかから出でてきたのは、グレーの手てぶくろだった。

　箱はこには、あたしでも知しっている、本ほん物もののムートンで有ゆう名めいなアメリカの人にん気きブランドのロゴがついている。

　息いきがつまるほど、胸むねがドクンッと脈みゃく打うった。
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　アンナちゃんに言いわれ、ヤマト君くんが手てぶくろをはめ、うれしそうにほほえんだ。それから、二人ふたりで愛あい子こさんちに向むかって歩あるきだした。




　どれくらい時じ間かんがたったのか、あたしが愛あい子こさんの家いえについたころには、すっかり日ひが暮くれていた。

『三さん丁ちょう目めカフェ』の中なかから楽たのしそうな話はなし声ごえが聞きこえてくる。

「わ～。おいしそ～。」

　ナナミちゃんの声こえだ。

「うれしい～。アンナちゃん、ありがと～。」

　カレンちゃんの、ひときわ高たかい声こえも聞きこえる。

「でしょ～。クリスマス限げん定ていドーナツ。みんなで食たべようと思おもって、差さし入いれ～。」

　窓まどから中なかをのぞくと、アンナちゃんが人にん気きのドーナツ屋やの箱はこをみんなに見みせていた。

　あんなにおしゃれで、かわいい差さし入いれ、もらったらぜったいにうれしいよ。それをサラッとできちゃうアンナちゃんが、すごく大人おとなに思おもえる……。

　あたしもきょう、同おなじお店みせの前まえを通とおったのに、思おもいつきもしなかった。アンナちゃんには、ぜったいかなわない……。

　またのぞき見みして、あたしひとりでこんなところに立たって、なにしているんだろう。この前まえまでは、あたしもあの中なかで笑わらっていたのに。

　ドアを開あけて中なかへ入はいると、いちばん入いり口ぐちに近ちかいところに立たっていたアンナちゃんが、ふりかえった。

「あっ！　ハナビちゃん、おかえり～。」

　いつもの笑え顔がおであたしを見みる。

　カウンター席せきにヤマト君くんのコートが置おいてある。アンナちゃんから受うけとっていたプレゼントはどこにも見みあたらない……。

「買かい物ものに行いってくれてたんだね。ありがと～。こんなおそくまで、どこらへんまで行いってたの？」

　アンナちゃんが、あたしが持もっていた大おおきな買かい物ものぶくろを受うけとろうと、手てを差さし出だした。アンナちゃんに〝おかえり〟なんて、言いわれたくない。それに、買かい物ものに行いったのは、アンナちゃんのためじゃない。

「べつに、どこだっていいでしょ！」

　おさえきれず口くちからキツイ言こと葉ばがこぼれ、アンナちゃんの手てをよけた。

「……あっ、ごめんね。そうだよね。」

　アンナちゃんがのばした手てを引ひいた。カレンちゃんやナナミちゃん、ヤマト君くんがおどろいた顔かおであたしを見みている。さっきまでの楽たのしいふんいきが、一いっ瞬しゅんではりつめた。

「あっ……。」

　みんなのおどろいた視し線せんの中なか、こらえきれずに、あたしはカフェを飛とび出だした。

「お～っす。野や菜さいのおとどけで～す。」

　外そとへ出でたタイミングで、リョウマ君くんがブレーキ音おんを立たてて、自じ転てん車しゃを止とめる。

「ついでに、夕ゆう飯はんをいただき……。」

　あたしの顔かおを見みて、表ひょう情じょうを変かえる。

「どうした？」

「…………」

　リョウマ君くんにもこんな自じ分ぶん、見みせたくない。あたしはそのままリョウマ君くんのそばを走はしりぬけ、道どう路ろへ飛とび出だした。

「おいっ、ハナビっ！」

　あたしをよぶリョウマ君くんの声こえをふりきって、走はしりつづけた。

　みんなのおどろく顔かお、手てぶくろをはめたヤマト君くんの姿すがた、うれしそうなアンナちゃんの顔かおが、頭あたまにやきついてはなれない。

「きゃっ。」

　コンビニの前まえを通とおりかかったとき、とつぜん、体からだ全ぜん体たいに衝しょう撃げきが走はしり、じんじんとひざや手てのひらがいたみだす。

「いったあ……。」

　段だん差さがあることに気きづかず、つまずいて転ころんだみたいだ。あたしがあんなにキツイことを言いっちゃうなんて、自じ分ぶんでもびっくりだ。胸むねがまだドキドキしている。

　たおれているあたしのまわりに、バッグから飛とび出だしたものがちらばっていた。手てのいたみにたえながら、おさいふやハンカチ、スマホをバッグの中なかにもどしていく。

　ヤマト君くんへの手てぶくろが入はいったふくろに手てがふれる。

　もう、こんなにせものは、必ひつ要ようないよね。あたしのは本ほん物もののムートンじゃないもん。もらったって、こまるだけだよね……。

　あたしは手てぶくろを持もって立たち上あがり、コンビニの入いり口ぐちの前まえまで行いくと、ふくろごとゴミ箱ばこにすてた。

「ずいぶん、派は手でにコケたなあ。」

　とつぜん声こえが聞きこえ、ふりかえると、息いきをはずませたリョウマ君くんが立たっていた。

「見みてたんだ……。」

「それにしても、ボロボロだな。」

　リョウマ君くんがふっと笑わらいながら、ほどけたあたしのマフラーをまきなおす。

「あ、ありがとう。」

「おまえ、だいじょうぶか？」

　真しん剣けんなまなざしで、あたしを見みる。

「……だいじょうぶよ。アンナちゃんがいるし。あたしなんか、いてもいなくても、どうせ変かわらないよ。」

　リョウマ君くんから目めをそらすと、投なげすてるように言いった。

「ハナビらしくねえな。」

「これがあたし。あたしなの。持もってきたツリーが入いり口ぐちに置おかれて、アンナちゃんのツリーがまんなかにかざられることで、ウジウジ悩なやむような、小ちいさいヤツだし。

　スケジュール管かん理りもできないし、みんなの意い見けんもろくにまとめられないし、みんなの特とく技ぎとか、やりたいことを生いかせないし、あたしの好すきなものをおしつけちゃうし。だから、アンナちゃんがいてくれれば、うまくいくよ。」

　言いいだしたら、つらつら出でてくる。気きにしないふりをしていたけれど、じつはあれもこれも、気きになっていたんだ。

「こんなこと、ねちっこく思おもってる自じ分ぶんもいや。」

　言いい終おえて、あたしはリョウマ君くんの顔かおをチラッと見みる。

「おれには、わっかんねえな。」

　リョウマ君くんはきょとんとした顔かおで、首くびをかしげる。

「どうしておまえは、なんでも悪わるいほうに考かんがえるんだ？」

「え？」

「だいたい、アンナちゃんは三つも年とし上うえだろ。そことくらべてどうすんだよ。」

「でも……。さっきだって、みんなが来きてるのに、勝かっ手てに飛とび出だしてきちゃって、こんな子こどもっぽいところ見みせちゃって、きっと、ヤマト君くんにもきらわれちゃったよ……。」

「きらいになるわけねえだろ！」

　真しん剣けんな表ひょう情じょうで、リョウマ君くんがあたしを見みつめる。

「今いままでハナビは、いっしょうけんめい『夜よるカフェ』を守まもろうとしてきたじゃんか。いろんなことが気きになるのはそのためだよ。それだけのことだって。」

「そうかな……。」

「そうだよ。ま、きらいになってくれたほうが、おれはうれしいけどな。」

「えっ……？」

　顔かおを上あげると、リョウマ君くんはサッと視し線せんをそらした。

「さてとっ！」

　ジャケットのそでをまくり、リョウマ君くんがゴミ箱ばこに手てをつっこんだ。

「ん～。とどかねえな。いや、これか？」

「リョウマ君くん、いいよ。もう、必ひつ要ようのないものだから。」

「わたしてみねえと、わかんねえだろ。」

「でも。」

　いろんな角かく度どから手てをつっこみ、リョウマ君くんが中なかをさぐっている。

「おっ！　よし、取とれた。」

　あたしを見みて、ニヤッと笑わらう。

「ほらよっ。ヤマト君くんにちゃんとわたせよ。好すきな子こからもらったものは、なんだってうれしいんだから。」

　手てで、よごれをはらい、あたしにふくろを手てわたした。





[image: ]





「じゃ、おれは野や菜さいをとどけにもどるけど、おまえは、どうする？」

「あたしは……。」

　首くびを横よこにふった。今いまはまだ、もどれない……。

「そっか。じゃ、また明日あしたなっ。」

　笑わらって手てをふり、リョウマ君くんは愛あい子こさんちにもどっていった。

　リョウマ君くんが行いったあと、ゆっくり動うごきはじめたあたしの足あしは、知しらず知しらずのうちにティナちゃんの家いえへ向むかっていた。





8　思おもいのたけ







　シーンとしずまりかえった玄げん関かんロビーに、インターフォンの音おとが鳴なりひびく。

　ティナちゃんが住すんでいるマンションは、まるで高こう級きゅうホテルといった豪ごう華かさで、何なん回かい来きても緊きん張ちょうする。

　ティナちゃんはいるかな？　元げん気きかな？　出でてくれるかな……？

　ドキドキしながら耳みみをすませる。いきなりティナちゃんの声こえが聞きこえた。

「ハナビ！」

　あたしが答こたえる前まえに、オートロック式しきの自じ動どうドアがしずかに開あいた。

　エレベーターでティナちゃんの家いえがある最さい上じょう階かいまであがると、角かどの家いえのドアが開あき、ティナちゃんが顔かおをのぞかせた。

「ハナビ、どうしたの？　〝クリスマスカフェ〟の準じゅん備びでいそがしいんじゃないの？」

「あっ、うん。そっちはそうなんだけど……。」

　どこからどう説せつ明めいしたらいいかわからず、言こと葉ばにつまる。

「とにかくあがって。あっ、スリッパどうぞ。」

　玄げん関かんにあがり、ティナちゃんが出だしてくれた、ふっかふかのスリッパをはいた。

「ありがとう。おじゃまします。」

　あたしはろうかのおくをのぞき、声こえをかける。

「あっ、きょう、ママは仕し事ごとでいないの。わたしひとりだから、いくらさわいだってだいじょうぶ。」

　ティナちゃんはふりかえって言いうと、自じ分ぶんの部へ屋やのドアを開あける。

「てきとうにすわってっ！」

　そう言いって、ティナちゃんはベッドの上うえにどんっと乗のった。

　あまりにもティナちゃんがふだんどおりで、ちょっとびっくり。

　ティナちゃんの家いえには昼ひる間まお手て伝つだいさんが来きているので、遊あそびに来きたときはいつでも家いえの中なかがキレイだけれど、きょうはティナちゃんの部へ屋やだけ、ぬいだ服ふくや紙かみぶくろ、段だんボール箱ばこやバッグがあちこちにちらかっている。

　お姫ひめ様さまがねるみたいな大おおきなベッドの上うえには、マンガや雑ざっ誌し、大おおきなテディベアが横よこたわっている。ティナちゃんがテディベアの両りょう手てをあやつって、あたしに手て招まねきをした。

「急きゅうに来きちゃって、ごめんね。」

　テディベアにさそわれるまま、あたしも大おおきなベッドの上うえに乗のり、ティナちゃんの向むかいにすわった。

「ううん。来きてくれてありがとう。わたしのほうこそ、心しん配ぱいかけちゃって、ごめんね。ちょうど、明日あしたから愛あい子こさんちに行いこうって思おもっていたところよ。」

「そうだったんだ！　よかったあ。ティナちゃんがいないと、さびしくてさびしくて。ＬＩＮＥラインしても、返へん信しんがなかったし。」

「あ～、ごめん。あれからいろいろと考かんがえちゃって。失しつ恋れんのタイミングがとつぜんだったから、あのときはショックだったけど、今いまはそれほど落おちこんではいないの。」

　ティナちゃんがあぐらをかいて、背せ筋すじをのばした。

「そうだったんだ……。」

「うん。もともと、中ちゅう学がく生せいと大だい学がく生せいじゃムリあったし。そこはすぐに納なっ得とくしたのよね。だけどさ、なんだかずっと、モヤモヤしちゃって。」

　ティナちゃんはテディベアの両りょう手てをぐるぐるまわす。

「モヤモヤ？」

　あたしは首くびをかしげる。

「うん。わたしってさ、今いままでほしいものは、ぜんぶ手てに入はいってたの。ほしがれば、すぐに買かってもらえるし。みんながあこがれる有ゆう名めい人じんにだって、ママやパパにたのめば会あえちゃうし。わたしにはそれがあたりまえなの。」

　ティナちゃんが部へ屋やをみわたす。たしかに、ティナちゃんの部へ屋やに置おいてあるものは、乱らん雑ざつにちらかっているものでも、ぜんぶかわいくて、高こう価かそうなものばかりだ。

　それに、前まえに来きたとき、あたしが大だい好すきな俳はい優ゆうさんに会あったときの写しゃ真しんを見みせてもらったこともある。

「だけど、今こん回かいは手てに入はいらなかった……。考かんがえてみれば、今いままでもほんとうにほしかったものって、なにも手てに入はいってなかったのよ。」

　ティナちゃんはあたしを見みつめる。

「ほんとうに、ほしいもの？」

「そう……。たとえば、安あん心しんできる家か族ぞくとか、姉し妹まいとか……。」

　ティナちゃんはボソボソと答こたえる。

「あたしだって、そこは同おなじよ。」

　あたしが答こたえると、ティナちゃんは、クスッと笑わらった。

「たしかに！　だから、わたしたち、『夜よるカフェ』やってんだもんね。」

「そうだよね……。でも、そんなことを考かんがえてたなんて、ティナちゃん、すっごく大人おとな。」

「そお？　ま、だてに失しつ恋れんしたわけじゃないわよ。」

　ティナちゃんは、ちょっと鼻はなを上あげて笑わらった。

「それよりハナビは、ヤマト君くんとなにかあったんでしょ？」

　あたしの顔かおをのぞきこんで、ニヤッと笑えみをうかべる。

「それで、カフェを飛とび出だして、もどれなくなった。とか？」

　す、するどいっ。

「うん……。思おもわずアンナちゃんにキレちゃって。ちょっと、もどりにくいんだ。」

　ああ、どうしよう。みんな心しん配ぱいしているかな？　でも、もし心しん配ぱいしてくれているなら、連れん絡らくくれるはずだけれど、今いまのところだれからも連れん絡らくは来きていないし……。もしかして、おこっているのかな……。

「ねえ、ハナビ。今こん夜やはうちに泊とまっていけば!?」

「えっ？　でも……。」

「いいじゃない。きょうの作さ業ぎょうはアンナちゃんがやってくれるわよ！　それがいいわ。ハナビ、今こん夜やはじっくり、なにがあったか聞きこうじゃないの。」

　ティナちゃんはそう言いって、身みを乗のり出だす。

　アンナちゃんがてきぱきと進しん行こうしてくれている姿すがたが目めにうかぶ。

「うん！　そうだね、泊とまる！」

　あたしはすぐにスマホを出だして、愛あい子こさんにだけＬＩＮＥラインを送おくった。今いまティナちゃんちに来きていることを伝つたえ、今こん夜やは泊とまってもいいかと聞きいた。

　愛あい子こさんからはすぐに、『オッケーよ！』と返へん信しんが送おくられてきた。

「あ、そうだ！　ハナビ、ピザ食たべようよ！」

　ティナちゃんがベッドの上うえに立たち上あがる。

「わあ、いいね！」

「きゃ～、テンション、上あがってきた～。クリスマス〝イブ〟の前ぜん日じつだから、クリスマス〝イブイブ〟パーティーね。」

　ティナちゃんは楽たのしそうにスマホを手てに取とり、ピザとコーラとチキンを注ちゅう文もんする。

　二十分ぷん後ごに注ちゅう文もんしたピザがとどき、Ｌエルサイズのコーラで乾かん杯ぱいをして、二人ふたりだけのミニパーティーがスタートした。

　ピザを食たべながら、ティナちゃんが来こなくなってからのことや、きょう一いち日にちで、なにがあって、あたしがここにたどりついたかを、ティナちゃんにすべて報ほう告こくした。

「プレゼントの箱はこをね、ヤマト君くんがアンナちゃんから受うけとっちゃったの。それで開あけてみたら、同おなじ手てぶくろだったの。神かみ様さま、どういう偶ぐう然ぜんですか!?　って感かんじじゃない？　あっちは本ほん物もので、あたしのは、にせもののムートン……。」

　はああ。頭あたまに焼やきついたあの光こう景けいが、またよみがえってくる。

　あたしはだきしめていたテディベアに、顔かおをおしつけた。

「きついね。それは、飛とび出だしたくなるわぁ。」

　ティナちゃんがうんうんとうなずく。

「でしょ!?　プレゼントの箱はこもチラッと見みたけど、高たかそうだったし、ぜったい、あたしのよりあったかいよ……。」

「も～、まだ、わたしてもいないのに、きめつけないの。ほら、もっと食たべて。」

　あたしにもう一ひと切きれ、ピザをわたす。

「ありがとう。リョウマ君くんにも同おなじことを言いわれた……。」

　ティナちゃんからピザをもらい、はしっこにかじりつく。

「あたし、ヤマト君くんが帰かえってきたら、あれやりたい、これやりたいっていろいろ考かんがえてたけど、それが、今こん回かいことごとくうまくいかなかったから、悲かなしかったのかな。」

「あ～。それもあるかもね。なによりアンナちゃんの登とう場じょうは、予よ想そう外がいだったわよねえ。」

　ティナちゃんは、ちがう種しゅ類るいのピザを手てに取とる。

「新あたらしい子こが来きてくれるのは、ぜんぜんいいの。『夜よるカフェ』になじんで通かよってくれることって、すっごくうれしいことだし。なのに、アンナちゃんがどんどん、こう、ぐいぐいっていうか、入はいりこんでくると、な～んだか、モヤモヤしちゃって……。」

　言いいながら、胸むねのあたりがむずむずしてくる。

「ふ～ん。それってさあ、自じ分ぶんの居い場ば所しょをアンナちゃんに取とられちゃったって、感かんじじゃないの？」

　ティナちゃんがピザのチーズを、とろ～っとのばしながら言いった。

「そんなことっ、思おもってないよっ。」

　あたしはとっさに言いいかえした。

「そう？」

「うん。だって、『夜よるカフェ』はみんなの場ば所しょだし。あたしだけのものじゃないし。」

　早はや口くちで答こたえる自じ分ぶんの言こと葉ばが、ういている。あれ……？　なんだろう……。

「ほんと？　ほんとにそう思おもってる？」

　ティナちゃんは、あたしの心こころの中なかを見みすかしたように、どんどんせめてくる。あたしの胸むねがジンジンしてくる。

「うう……、そうだなあ……。やっぱ、ちょっとは思おもってるのかも。『夜よるカフェ』はあたしにとって、たいせつな場ば所しょだから……。」

「まあ、そう思おもっちゃうよね。だって、『夜よるカフェ』はハナビが言いいだしたことだもん。だから、なんだかアンナちゃんに乗のっ取とられたみたいって思おもっちゃったんじゃない？」

「だって、アンナちゃん、なんでもできるし、よく気きがつくし、すごいんだもん。だから、みんなも、アンナちゃん、アンナちゃんって。ヤマト君くんだって……。」

　きっとヤマト君くんも、ぜんぶほうり出だして出でていった子こどもっぽいあたしなんかより、同おなじ高こう校こう生せいで、大人おとなっぽいアンナちゃんのほうがいいんじゃないかな？

　さっきティナちゃんが『中ちゅう学がく生せいと大だい学がく生せいじゃムリ。』って言いっていたけれど、中ちゅう学がく生せいと高こう校こう生せいだって、ムリなのかもしれない……。

　急きゅうにまた、不ふ安あんがじわじわと心こころの中なかをおおっていくのを感かんじる。

「たまってるわねえ～。」

　ティナちゃんがニヤニヤしながらあたしを見みる。

「そうだ。ハナビ、いいこと思おもいついた！」

　そう言いって、ティナちゃんは立たち上あがり、あたしのうでをつかんで引ひっぱり起おこした。そのまま部へ屋やを出でると、ろうかのつきあたりにある部へ屋やのドアを開あけた。

　そこは、広ひろくてなにもない部へ屋やで、かべは一いち面めん鏡かがみばりになっている。

「ここは？」

「ママのレッスンルーム。ここでよく、お芝しば居いの練れん習しゅうをしたりヨガをやったりしてるの。かべは防ぼう音おんだから、外そとにはぜったいもれないっ!!」

　ティナちゃんはじょじょに声こえをあげ、最さい後ごは大おおきな声こえでさけんだ。

「ええ？」

「わたしも、リツさんのことがあって、ここで思おもいのたけをさけんでみたの。これが、けっこう気き持もちいいのよ。」

「わあ、そうだったの!?」

　ふだん、あまり見みなれないスタジオふうの空くう間かんに、ちょっとワクワクしてくる。

「こうなったら、とことんはき出だしちゃいなさいよ。裏うらアカならぬ、裏うらハナビを！」

　ティナちゃんがカツを入いれるように、あたしの背せ中なかをおした。

　あたしの中なかから、黒くろい煙けむりのように、いろんな思おもいがこみあげてくる。それをはき出だすように、あたしは声こえを出だす。

「なんでプレゼントが、あたしと同おなじ手てぶくろなのよ～！　ちがうの選えらんでよ～！　ほかにもいろいろあったでしょ～！

　ツリーだって、あたしのより大おおきいのを持もってきて。あたしのは入いり口ぐちのすみに置おかれたんだよ～。カレンちゃんなんて、気きづきもしなかったくらいなんだから。」

　いったんさけびはじめると、つぎつぎに言こと葉ばが飛とび出だしてくる。

「あたしだって、大おおきなツリーといっしょに、写うつりたかったー!!　ヤマト君くんと二人ふたりで、撮とりたかったあ！

　二人ふたりで買かい出だしもしたかったし、『おにあいのカップル』って、言いわれてみたーい！

　思おもい出での数かずでは負まけちゃうけど、思おもいの深ふかさでは負まけないんだからああ！」

　あたしがお腹なかの底そこからふりしぼるように言いうと、

「そうよそうよ！　だいじなのは長ながさより、深ふかさよ！」

　ティナちゃんがはげますように大おお声ごえで言いう。あたしとティナちゃんの目めが合あった。ティナちゃんは今いまにもふき出だしそうな顔かおをして、

「いいよ～、ハナビ！」

　そう言いったとたん、ほんとにふき出だした。あたしもつられて笑わらい出だす。ああ気き持もちいい。ためこんだ思おもいをはき出だすって、なんてすっきりするんだろう……。
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　ふしぎなことに、はき出だしてしまうと、体からだも心こころも軽かるくなった気きがして、モヤモヤしていたことさえおかしくなってくる。

「ティナちゃん、ありがと。」

「ね、少すこし気きが晴はれたでしょ？」

　ティナちゃんは満まん足ぞくそうに言いった。




　翌よく朝あさ早はやく、あたしは愛あい子こさんちに帰かえった。きっと愛あい子こさんや、ヤマト君くんは心しん配ぱいしている……。

　ひんやりした朝あさの空くう気きに、白しろい息いきをはいた。

　カフェの前まえを通とおりすぎ、おくにある自じ宅たくの玄げん関かんへまわろうとしたとき、カフェの窓まどにステンドグラスをまねた、クリスマスのかざりがはられているのに気きづいた。

　これは、ナナミちゃんが作つくっていたものだ。

「キレイ……。」

　ひかれるように、あたしは窓まどからカフェの中なかをのぞきこんだ。窓まどのあちらこちらがステンドグラスでかざられている。天てん井じょうからはストローを利り用ようして作つくられた星ほしや雪ゆきのかざりがぶらさがっている。

「わああ。」

　思おもわず、声こえがもれた。あたしがいないあいだに、みんながかざってくれたんだ。あたしがアンナちゃんにヤキモチやいているあいだに。あたしが居い場ば所しょを取とられたって、モヤモヤしているあいだに……。

「ごめん……。」

　しずかにつぶやいた。





9　みんなの居い場ば所しょ







　カフェの中なかをのぞきこんでいると、ふいにドアが開あいて、ヤマト君くんが出でてきた。

「あっ、ヤマト君くん！」

　声こえをかけると、見みたこともないくらいこわい顔かおをしている。

「ったく！　ハナビ！　どんだけ心しん配ぱいしたか、わかってんのかよ!!」

　ヤマト君くんはいきなりどなった。

「ごめんなさい。」

　頭あたまを深ふかく下さげて、あやまる。

　ヤマト君くんはあらい息いきをはきながら、だまったまま、そっぽを向むいている。

「ほんとに、ごめんなさい。」

　もういちど言いうと、ヤマト君くんはこっちを見みて、ふいに笑えみをもらした。

「あんなハナビ、はじめて見みたよ。たまにはやるじゃん！」

「あ、あたし、アンナちゃんに……。」

「いいよ、それはもう。おれがいけないんだ。アンナに助すけっ人となんかたのんだから。」

「あっ、ちがうの。ヤマト君くん。それは、もういいの。そうじゃなくて……。」

　言いいながら、自じ分ぶんでもなにが言いいたいのか、よくわからなくなってきた。

「そうじゃなくって、あたし……、アンナちゃんに嫉しっ妬としてたの。」

「バカだなあ。」

「だって……。」

「とにかく中なかに入はいれよ。また、かぜひくぞ！」

　ヤマト君くんは言いい、ドアを開あけた。

「ごめんね、ヤマト君くん……。」

　あたしはまたあやまった。

「耳みみにタコ。」

　ヤマト君くんは、ふっと笑わらった。




　愛あい子こさんが二十四日かと二十五日にちは『三さん丁ちょう目めカフェ』を臨りん時じ休きゅう業ぎょうにしてくれた。

　本ほん番ばん前ぜん日じつのきょうはやることがたくさんある。アンナちゃんが持もってきてくれるオーナメントをツリーにかざる作さ業ぎょう。子こどもたちにプレゼントするアイシングクッキーを作つくる作さ業ぎょう。そうじをしたり、会かい場じょうをととのえる作さ業ぎょう。

　リョウマ君くんとコウヘイ君くんはクリスマスソングライブ、アンナちゃんは〝グラスハープ〟の演えん奏そうのため、本ほん番ばん前まえのリハーサルをすることになっている。

「おはようございま～す。」

　九時じ十分ぷん前まえになって、カレンちゃんとナナミちゃんがいっしょにカフェにやってきた。あたしはすぐに二人ふたりにかけよる。

「おはようっ。ナナミちゃん、カレンちゃん、あの、きのうはとちゅうで出でていっちゃって、ごめんね。」

「きのう？　あ～、そうだよ～。びっくりしちゃった！」

　カレンちゃんは明あかるく答こたえる。ナナミちゃんは不ふ安あんそうな顔かおを向むけた。

「ハナビちゃん、だいじょうぶ？」

「うん、もうだいじょうぶだから！」

　あたしは力ちからをこめて言いった。

「よかったあ。」

　ナナミちゃんがうれしそうな顔かおでほほえんだ。

「あっ、それよりハナビちゃん。これ、見みてくれたあ？　すごくない？」

　となりにいたカレンちゃんが話わ題だいを変かえるように、入いり口ぐちのドアの横よこの窓まどにはられた、ステンドグラスのかざりを指ゆびさしたとき、とつぜんドアが開あいた。

「わっ、ちょっと、なんでこんなに、こんでるの？」

　入はいってきたのはティナちゃんだった。

「わっ！　ティナちゃん、ひさしぶり！　待まってたよ～。ぜんぜん連れん絡らくもつかないし、心しん配ぱいしてたんだよ～？」

　カレンちゃんがティナちゃんのうでにしがみつき、顔かおをのぞきこむ。

「ごめん、ごめん。わたしだって、いろいろあるんだから。」

　ティナちゃんは、ふっと笑え顔がおを見みせる。みんなはまんなかのテーブルに集あつまった。そして、アンナちゃんがきのうの夜よるに送おくってくれた、〝きょうやらなきゃいけないこと〟のチェックリストを紙かみに書かき出だす。

「あれ～？　それにしてもアンナちゃん、おそいね。おくれるなんて、今いままでなかったのに。」

　カレンちゃんが時と計けいを見みながら言いった。約やく束そくの九時じを二十分ぷんもすぎている。

「どうしたんだろう……？　ＬＩＮＥラインに連れん絡らくも来きてないし。」

　あたしはスマホを確かく認にんする。

「あ、ヤマト君くん。アンナちゃんから連れん絡らく、来きてないかな？　なにかあったのかな？」

　ヤマト君くんに聞きいた。

「いいや。おれのところにも来きてない。」

　どうしよう、来きづらくさせちゃった？

「ハナビ、気きにすんな。アイツのことだから、すぐ来くるよ。」

　表ひょう情じょうで伝つたわったのか、ヤマト君くんが言いった。

「あ、アンナちゃん！」

　カレンちゃんが声こえをあげた。ふりかえると、こまった顔かおをしたアンナちゃんが息いきを切きらして入はいってくる。

　アンナちゃんに、ちゃんとあやまろう──そう思おもったとき、

「ハナビちゃん、みんな、ごめん！」

　アンナちゃんがとつぜん、深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。

「今け朝さ、持もってこようと思おもってた、ツリーのオーナメントなんだけど、うちの母はは親おやが、勝かっ手てにいとこにあげちゃってたの。」

「ええっ!?」

　みんなのおどろく声こえが、カフェにひびく。

「うちじゃもう使つかわないと思おもったみたいでね。もう、信しんじらんない！　そりゃあ、なにも言いってなかったわたしも悪わるいけど、相そう談だんもしないで！　それでもんくを言いってて、おそくなっちゃったの。」

　アンナちゃんが早はや口くちで説せつ明めいする。

「えっと、ということは、ツリーのかざりは、なしっていうこと？」

　カレンちゃんの言こと葉ばに不ふ安あんがまじる。

「ええ～。かざりなし!?　なんか、ちょっとさみしい感かんじ。だって、これじゃ──。」

　カレンちゃんは、とちゅうで言こと葉ばをのみこんだ。

「そうだよね。ただの木きだよね。母はは親おやにはさんざんもんくを言いって、『新あたらしいの、買かっていいから。』って言いわせたから。わたし、今いまからいそいで買かいに行いってくるね。」

　アンナちゃんが、ショルダーバッグをパンパンッとたたいてみせる。

「あの、ちょっといいかな？」

　あたしは声こえをあげ、アンナちゃんを止とめる。

「オーナメント、みんなで作つくろうよ。」

「え？　作つくるの？　これから？」

　アンナちゃんがおどろいた顔かおをして、あたしを見みる。

「うん。豪ごう華かなものはできないかもしれないけど、本ほん番ばんまでの時じ間かんを使つかって。それに、新あたらしいのを買かってもらうのは、申もうしわけないよ。」

　アンナちゃんの目めをまっすぐ見みて答こたえる。

「でも、大たい変へんだよ。きょうは、クッキーも作つくらなきゃいけないのに。お金かねのことはほんとうに心しん配ぱいしないで。それに、買かっちゃったほうが見みばえもいいし、みんなも楽らくでしょ。」

　アンナちゃんはなだめるように言いう。たしかに、やらなきゃいけないことはたくさんあるし、みんなをまきこんで、大たい変へんな思おもいをさせてしまうかもしれない。

　だけど、頭あたまのなかでは、どんなオーナメントを作つくろうかと考かんがえはじめていて、話はなしているだけで、ワクワクしてくる。

「うん。時じ間かんはギリギリだし、ムリをさせちゃうかもしれない。でもね、今け朝さ、ここに外そとから入はいってきたとき、窓まどのステンドグラスのかざりや、天てん井じょうのかざりとか、キラキラしてて、すっごく、すっごくキレイだったの！

　だからツリーのオーナメントもすごいのが作つくれそうって思おもっちゃって……。あたしはここに住すんでるから、夜よ中なかも作さ業ぎょうはできるでしょ。だから、明日あしたにはぜったい間まに合あわせるから！」

　あたしはいきおいよく言いった。

「わたしも、オーナメント作つくってみたい。」

　ナナミちゃんが手てを上あげた。

「わたしも作つくってみた～い！　もし、終おわらなかったら、わたしもお泊とまりして作つくってもいいし！」

　カレンちゃんもうれしそうだ。

「ほんとに？　みんな、お金かねのことを心しん配ぱいして、ムリしてるんじゃない？」

　アンナちゃんはさぐるように、みんなの顔かおを見みまわした。

「ううん。ムリなんてしてないよ～。お泊とまり会かい、楽たのしそうだから。賛さん成せい。」

　明あかるい声こえで、カレンちゃんが答こたえる。

「そっちがメイン？」

　ティナちゃんがカレンちゃんを見みて、笑わらう。

「じゃあ、時じ間かんもないから、さっそく計けい画かく立たてよう！」

　あたしは新あたらしい真まっ白しろの紙かみを出だし、テーブルの上うえに置おいた。

「ねえねえ、どんなオーナメントにするの？　やぼったいのとか、ダサい感かんじは、こんな立りっ派ぱなツリーに申もうしわけないよね～。」

　カレンちゃんがテーブルに身みを乗のり出だす。

「やっぱ、ツリーはキラキラさせたいわよね。ゴールドとか、シルバーとかで統とう一いつして。」

　むちゃくちゃハードルの高たかいことを、ティナちゃんはサラッと言いってのける。

「ゴールドはむずかしいけど、キラキラした素そ材ざいを使つかえばできるかも。なにかないかな。買かわずにすむキラキラする素そ材ざい……。」

　あたしはうでをくんで、首くびをかしげる。

「光ひからなくても、光ひかりを反はん射しゃできればキラキラさせられるよね。」

　ナナミちゃんがあたしを見みる。

「あっ、そういえば、ＣシーＤディーやＤディーＶブイＤディーを切きって、はりつけてるのを、前まえにネットで見みたことがある。ほら、裏うら面めんって反はん射しゃしてキレイでしょ。」

　あたしはすぐにスマホを手てに取とり、イメージ画が像ぞうをさがした。プラスティックのボールに、ＤディーＶブイＤディーやＣシーＤディーのかけらがはられ、裏うら面めんが光ひかりに反はん射しゃしてキラキラしている画が像ぞうだ。

「それなら、うちにママの昔むかしの舞ぶ台たいのリハＤディーＶブイＤディーとか、大たい量りょうにあるわよ。本ほん人にんもぜんぜん観みてないし、たぶんくれると思おもう。」

　ティナちゃんが手てを上あげた。

「じゃあ、切きったものをくっつける、この球たまはどうする？」

　アンナちゃんが、イメージ画が像ぞうに出でているプラスティックのボールを指ゆびさす。
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　ネットでいろんな画が像ぞうを調しらべ、時じ間かんのことや、材ざい料りょう代だいの問もん題だいを考かんがえながら、アイディアを出だし合あい、毛け糸いとで球きゅう体たいを作つくることになった。

　小ちいさくふくらませた風ふう船せんに、毛け糸いとをまきつけていく。風ふう船せん全ぜん体たいに毛け糸いとがはりめぐらされたところで、水みずでといたボンドをハケでぬり、毛け糸いとがかわくまで半はん日にちほど待まつ。

　かわいた段だん階かいで、中なかの風ふう船せんをわると、丸まるくかたまった球きゅう体たいができあがるというもので、かんたんだし、毛け糸いとやボンドはあたしとナナミちゃんが持もっているからという理り由ゆうで、全ぜん員いんが賛さん成せいしてきまった。

　これだけではたりないぶんは、ペットボトル、アルミ缶かん、ストローなど、オーナメントに使つかえそうなものを、それぞれがかき集あつめてくることになった。

　なにを使つかってどんなものを作つくるかは、作つくりながら考かんがえるということで、どんなものにしあがるか？　明日あしたまでにできるのかは、まったく不ふ明めいだ。

「こうなったら、やるっきゃないね！　よろしくお願ねがいします！」

　あたしが声こえをかけると、みんながそれぞれの作さ業ぎょうにわかれていった。

　みんなで自じ分ぶんの知しっているアイディアや知ち識しきを出だし合あって、それがまじり合あっていく。

　自じ分ぶんの中なかから出でてこない考かんがえ方かたがぶつかって、くっついて、形かたちを変かえ、最さい後ごは自じ分ぶんひとりじゃ想そう像ぞうもつかないくらい、いいものになっていく。楽たのしい……。すっごく、楽たのしい！

　胸むねのおくからわいてくるエネルギーに乗のって、あたしは材ざい料りょうを取とりに二階かいへあがった。




　みんなが材ざい料りょう集あつめにでかけていったあと、残のこったアンナちゃんとヤマト君くんとあたしは、先さきにクッキーの生き地じ作づくりにとりかかる。

　作つくるのはハニージンジャーと、ココアジンジャーの二種しゅ類るいのクッキーで、二十人にんに大だい小しょう一枚まいずつ、合ごう計けい四十枚まいのクッキーだ。焼やきあがったクッキーには、アイシングで模も様ようやイラストを描かいて、しあげることになっている。

　愛あい子こさんが教おしえてくれたクッキーのレシピの分ぶん量りょうを、ヤマト君くんが二十枚まいずつに計けい算さんしなおして読よみ上あげる。あたしとアンナちゃんで、言いわれたとおりの材ざい料りょうを大おおきなふたつのボウルに入いれた。

　最さい初しょはおとなしかったヤマト君くんだけれど、「強つよくおしつけるようにこねると固かたくなるからな。」「もっとやさしくあつかえよ！」「見みてられない、かわれっ。」と、とちゅうで交こう代たいさせられた。

　そうだった、キッチンに入はいったヤマト君くんは別べつ人じんに変かわるんだった。

「よし、生き地じはこれで完かん成せい。一時じ間かん以い上じょう、冷れい蔵ぞう庫こでねかせてから、型かたぬきだな。」

　できあがった生き地じのかたまりを、ヤマト君くんがラップで包つつみながら言いった。

　生き地じを冷れい蔵ぞう庫こに入いれ、一時じ間かん後ごにタイマーをセットしたころ、ナナミちゃんが家いえからペットボトルや空あき缶かん、ストローなど使つかえそうな素そ材ざいを持もって帰かえってきた。

　続つづいて、ティナちゃんとカレンちゃんが大たい量りょうのＤディーＶブイＤディーを持もって帰かえってくると、リサちゃんやなっちゃんも集あつまり、一いっ気きにカフェの中なかがにぎやかになる。

　リサちゃんとなっちゃんに、ツリーのかざりをみんなで作つくることになったと告つげると、二人ふたりとも目めをかがやかせた。

「やったあ。これ、リサたちも作つくれるの!?」

　リサちゃんがうれしそうに言いい、席せきについてさっそくオーナメント作づくりがはじまった。

　白しろい画が用よう紙しに雪ゆきの結けっ晶しょうをデザインして細こまかく切きりぬいたり、紙かみコップにトナカイの顔かおを描かいたりして、オーナメントがひとつ完かん成せいすると、はしゃぎながらツリーの好すきな場ば所しょにくくりつけていく。

　ティナちゃんたちは、ふくらませた風ふう船せんに毛け糸いとをまきつけ、ボンドをぬって、つるしていく。毛け糸いとがしっかりかたまるまで、かわかしておくためだ。

　大おおきなツリーはまだまだあいたスペースが目め立だち、オーナメントでうめつくすのは、想そう像ぞう以い上じょうに大たい変へんだと思おもい知しらされて、不ふ安あんになる。

　けれど、リサちゃんとなっちゃんは自じ分ぶんたちが作つくったものがかざられることがうれしいみたいで、また次つぎのオーナメントを楽たのしそうに作つくりはじめる。それを見みて、あたしも元げん気きが出でた。

　タイマーのアラームが一時じ間かんを知しらせ、今こん度どはクッキーの型かたぬきの時じ間かんがやってきた。オーナメント作づくりを続つづけるメンバーと、クッキー作づくりのメンバーにわかれる。

　クッキー班はんになったあたしとリサちゃん、なっちゃんはヤマト君くんの指し示じにしたがい、冷れい蔵ぞう庫こでねかせていた生き地じを平ひらたくのばした。

　愛あい子こさんが貸かしてくれた、大おおきい星ほしと小ちいさい星ほしの形かたちをした型かたふたつを使つかって、なるべく数かずがたくさんできるように、生き地じをくりぬいていく。

　できたものをオーブンの天てん板ばんにならべてみると、四十枚まいをゆうにこえるクッキーができていた。設せっ定てい温おん度どにあたためていたオーブンに天てん板ばんを入いれ、焼やきあがるのを待まつ。

「やった！　これだけ数かずがあれば、味あじ見みできるね。」

　リサちゃんがオーブンの中なかをのぞきながら、となりでしゃがんでいるなっちゃんに話はなしかける。

「ハニーも、ココアも両りょう方ほう食たべてみたい。」

　なっちゃんは、早はやくも期き待たいで目めをかがやかせている。

「こがさないように見みはっとけよ。そうじゃないと味あじ見みするぶんもなくなるからな。こげたにおいがしたらすぐに報ほう告こくっ！」

　うでをくんだヤマト君くんが、あたしたちを見みおろして言いった。

「はいっ！」

　リサちゃんとなっちゃんは、敬けい礼れいして答こたえる。

　クッキーの焼やけるいいにおいがしてくると、オーナメント作づくりをしているメンバーがお腹なかをすかせて、キッチンのまわりに集あつまってきた。

「隊たい長ちょう、焼やけました！」

　オーブンの前まえで見み守まもりつづけたリサちゃんとなっちゃんが、立たち上あがってヤマト君くんに報ほう告こくする。いつのまにか、ヤマト君くんが〝隊たい長ちょう〟とよばれているのがおかしい。

「よしっ。じゃあ、さっそく開あけてみよう。まだ熱あついから、やけどには気きをつけろよ。」

「はいっ！」

　リサちゃんがハキハキと答こたえ、オーブンのとびらを開あける。あたしは両りょう手てになべつかみをはめ、そっと、天てん板ばんを引ひき出だした。

「いいにお～い。」

　焼やきたてのクッキーのにおいが、あたり一いっ帯たいに充じゅう満まんし、みんなの歓かん声せいがあがる。ちょうどそのとき、カフェのドアがいきおいよく開あいて、

「ちわ～っす。うっまそ～。」

　塾じゅく帰がえりのリョウマ君くんが、部ぶ活かつ帰がえりのコウヘイ君くんといっしょに、鼻はなをふくらませて入はいってきた。

「ほんと、ものすごいタイミングで来くるわよね。食たべものに対たいする直ちょっ感かん、すごすぎない？」

　ティナちゃんがすぐにつっこむ。

「ティナ、元げん気きだったか!?　いいね～、そのツッコミ。しばらく聞きけなくて、さびしかったぜ～。」

　リョウマ君くんはうれしそうにティナちゃんを見みて笑わらい、

「これ、おれとコウヘイから〝差さし入いれ〟っす。」

　大おおきなビニールぶくろをどんっとテーブルの上うえに置おいた。ふくろの中なか身みはたくさんのお菓か子しだ。

「わ～～！　やった～！　ありがと～。」

　アンナちゃんが声こえをあげ、お腹なかをすかせていたあたしたちも歓かん声せいをあげて、すぐさま作さ業ぎょうを中ちゅう断だんさせ、ふくろのまわりにむらがった。

　おやつタイムのあとは、いよいよ焼やきあがったクッキーにアイシングでデコレーションをする作さ業ぎょうだ。

　卵らん白ぱくと砂さ糖とうをまぜてつくった白しろ色いろのアイシングに、食しょく用よう色しき素そで色いろをつけ、赤あか、白しろ、緑みどり色いろのアイシングを作つくる。

　細こまかい絵えや柄がらを描かくときに使つかう〝コルネ〟というしぼりぶくろを持もっていないので、かためのポリぶくろのはしっこを切きって、穴あなを開あけたものをかわりに使つかった。

　この小ちいさく開あけた穴あなからアイシングを少すこしずつしぼり出だして、クッキーの表ひょう面めんにデコレーションしていく。

　あたしは赤あかと白しろと緑みどりの三色しょくを使つかって、チェック柄がらや、ストライプ、ドットなど、シンプルな柄がらをたくさん描かいた。

　向むかいの席せきで、なっちゃんは赤あかと白しろの雪ゆきの結けっ晶しょうを描かいている。リサちゃんは目めと鼻はなと口くちを描かき、どれもカラフルでかわいい。

　クリスマスカラーにいろどられた星ほし形がたクッキーがどんどん増ふえていくと、オーナメント作づくりをしていたメンバーも手てを止とめて、テーブルのまわりに集あつまってくる。カレンちゃんも大おおよろこびで写しゃ真しんを撮とり、すぐに〝ツイッター〟に投とう稿こうした。

　みんなができあがったものを見みて、おしゃべりしているなか、リサちゃんはテーブルのすみでクッキーに文も字じを書かこうと悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　やっとのことで、大おおきな星ほしのクッキーに、赤あかと白しろで『Merryメリー Christmasクリスマス』と書かき上あげる。あたしは、最さい後ごに一枚まいだけ残のこっていた小ちいさい星ほしをリサちゃんにわたし、

「こっちには、『ママへ』って書かいて、二枚まいまとめてふくろに入いれようよ。」

と、小こ声ごえで言いった。

「ママにあげてもいいの!?」

「うん！　だいじょうぶ、たくさんあるから二枚まいくらい大だい丈じょう夫ぶ。」

　あたしは人ひとさし指ゆびを立たてて、くちびるをおさえてみせる。ふと視し線せんを感かんじて、顔かおを上あげると、ヤマト君くんがあたしたちのやりとりを見みていた。

　ヤマト君くんはリサちゃんにニコッと笑わらいかけ、うなずいてみせた。

　みんなの集しゅう中ちゅう力りょくで、夕ゆう飯はんを食たべる前まえにはアイシングクッキーの作さ業ぎょうはすべて終しゅう了りょうし、たくさんのオーナメントもツリー全ぜん体たいにかざることができた。

　まだまだすきまはあるけれど、見みばえはゴージャスだ。

　よく見みると、形かたちはいびつだけれど、いろんなオーナメントがぶらさがっていて、見みていて楽たのしい。名な前まえは書かいていなくても、だれがどれを作つくったか、わかるものもある。

「すげえなあ……。これ、たった一日にちで作つくったのか。」

　あたしのとなりにいたリョウマ君くんが、ツリーをながめながら言いった。

「みんな、すごいよねえ。」

　あたしもつぶやいた。

「きのう、あのあと、なにがあったのか知しらねえけど、ハナビもティナも元げん気きそうでよかった。」

　リョウマ君くんはあたしを見みてほほえむと、もういちどツリーを見みあげた。

「あれ？　これ、なにか書かいてある。」

　なにかを見みつけたのか、リョウマ君くんはツリーに近ちかよって、画が用よう紙しでできた雪ゆきの結けっ晶しょうを手てに取とった。

　あたしも近ちかよってみると、結けっ晶しょうの裏うら面めんに、『サンタさん、家か族ぞくと旅りょ行こうへ行いきたいです。』と、書かかれた画が用よう紙しがはってあった。結けっ晶しょうの模も様ようが細こまかく入はいっている。これはたしか、なっちゃんが作つくったものだ。

「これ、なっちゃんのだよね？」

　あたしは、ツリーの反はん対たい側がわで、オーナメントをくくりつけているなっちゃんに聞きいた。

「あ、うん……。」

　なっちゃんは少すこし照てれたように笑わらう。

「いいね！　あたしも書かこうかな。リサちゃんもいっしょに書かこうよ！」

　リサちゃんをさそい、ツリーのそばのテーブルで、二人ふたりで願ねがいごとを書かきはじめた。

「願ねがいごとツリー。楽たのしそう。わたしも入いれて～。」

　背はい後ごから声こえがして、アンナちゃんがあたしのとなりにすわる。

「あ～。わたしも書かく～。ナナミも書かこう。」

　カレンちゃんはナナミちゃんにペンをわたす。顔かおを上あげて、みんなの様よう子すを見みわたしたアンナちゃんが、カフェにいる全ぜん員いんに声こえをかけた。

「ヤマトもコウヘイ君くんもみんな、作つくったオーナメントに願ねがいごとを書かいて！」

　ヤマト君くん、ティナちゃんもみんな、願ねがいごとを書かきに来くる。

　雪ゆきの結けっ晶しょうの裏うら面めんに書かいたり、書かいた紙かみをはりつけたり、それぞれが願ねがいごとを書かいて、オーナメントをツリーにくくりつけた。

「七夕たなばたなんだか、クリスマスなんだか、ごちゃまぜ。」

　あたしのとなりで、アンナちゃんが笑わらい、あたしも笑え顔がおを見みせる。

「でも、このごちゃごちゃ、楽たのしいね。」

　アンナちゃんはツリーをながめながら、つぶやいた。

「わたしね、正しょう直じき言いって、最さい初しょは『手て作づくりで』って聞きいたとき、うそでしょ!?　買かえばいいじゃんって、びっくりしたの。

　なんでハナビちゃんが、そこまで手て作づくりにこだわるんだろって、ふしぎだったの。だけど、やってみてわかった。みんなで作つくるのって、すっごく楽たのしいね。」

　そう言いって、アンナちゃんはあたしの顔かおを見みて、ほほえんだ。

「だよね!?」

　あたしは大おおきな声こえで答こたえる。

「あのね、アンナちゃん。きのうはごめんなさい。勝かっ手てにふきげんになって、出でていって。」

　あたしはアンナちゃんにあやまった。

「ああ、だいじょうぶ！　ぜんぜん、気きにしてないから。わたしさ、出ですぎちゃうことがあるって、よく言いわれるの。だから、わたしのほうこそ、またやっちゃったって思おもってたの。だから、気きにしないで！　はい、この話はなしは、ここで、終おわり！」

　アンナちゃんは明あかるく笑わらい、両りょう手てでなにかを遠とおくへ投なげるようなジェスチャーをした。

「ねえ、ヤマトがアメリカに帰かえっちゃっても、わたしだけでも、ここへ来きてもいい？」

「もちろん！　ぜひぜひぜひっ！　ぜひ、来きて、アンナちゃん！」

　あたしはアンナちゃんの手てを両りょう手てでつかみ、その手てにすがるように、力ちから強づよくにぎった。

「ハナビちゃんって、こんな熱ねっ血けつキャラだったんだ～。いいね～。」

　アンナちゃんが笑わらう。

「アンナちゃんは、もっとすごいよ～。」

　そう言いって、すぐに思おもった。

　あたし、ヤマト君くんがアメリカから帰かえってきたときから、ずっとアンナちゃんにヤキモチやいていた。ヤマト君くんのことも、『夜よるカフェ』のことも、アンナちゃんに取とられちゃうんじゃないかって……。

　だって、ヤマト君くんはあたしがはじめて好すきになった人ひとだし、『夜よるカフェ』は、そのヤマト君くんと、はじめて友ともだちになったティナちゃんとで作つくった場ば所しょ──たいせつな、ほかにはどこにもない、あたしの居い場ば所しょなんだって思おもってた。

　でも、ちがった。ここはみんなの場ば所しょ。みんなが笑わらいながら、いっしょにごはんを食たべる場ば所しょ。ケンカしたり、悩なやみを打うち明あけ合あったり、泣ないたりできる場ば所しょ。そう、みんなの居い場ば所しょだったんだ……。

　ふいに視し線せんを感かんじ、キッチンを見みると、ヤマト君くんと目めが合あった。手てを取とり合あっているあたしたちを見みて、ヤマト君くんがほほえんだ。





10　〝クリスマスカフェ〟







　今こん夜やは聖せいなる夜よる、クリスマスイブ。どこからともなく鈴すずの音おとが聞きこえてきそうな、星ほしがきらめく、すんだ夜よ空ぞら。

　けれど、ここ愛あい子こさんの家いえでは、聖せいなる夜よるの〝せ〟の字じも出でてこないようなあわただしさで、「あと何なん個こ!?」とか、「テープ取とって！」とか、「カッターはどこ!?」など、大おおきな声こえで会かい話わがとびかっている。

　夜よる九時じをすぎた段だん階かいで、ツリーのかざりつけが終おわり、クッキーのふくろづめや少すこしだけ残のこった作さ業ぎょうは、明日あしたの朝あさ早はやくに集しゅう合ごうして、しあげようということになった。

　ところが、今こん夜やお泊とまりをするティナちゃん、ヤマト君くんとあたしとで作さ業ぎょうを続つづけていたら、カレンちゃんだけでなくナナミちゃんやアンナちゃんまでもが泊とまりたいと言いいだした。

　明日あしたに作さ業ぎょうを残のこすよりは、今こん夜ややれるところまでやったほうが、よゆうもできる。

　結けっ局きょく、小しょう学がく生せい以い外がいの女じょ子しメンバーは全ぜん員いん、愛あい子こさんちにお泊とまりをすることになった。

　かわかしていた毛け糸いとのボールもすっかりかたまったので、中なかの風ふう船せんをわって完かん成せいさせた。できあがったうちの半はん分ぶんには、小ちいさく切きったＤディーＶブイＤディーのかけらをボンドではり、朝あさまでかわかすことにした。七なな色いろにきらめいてとってもきれい。

　夜よ中なかの十二時じすぎに作さ業ぎょうを終おえ、順じゅん番ばんにおふろに入はいって、あたしの部へ屋やにふとんをしきつめると、まるで合がっ宿しゅく所じょ状じょう態たいだ。

「こんな〝雑ざ魚こ寝ねクリスマスイブ〟も、いいねっ！」

　アンナちゃんは楽たのしそうに笑わらい、みんながならんでふとんに入はいったところを、何なん枚まいも写しゃ真しんに撮とった。

「いいよね。きょうがイブだなんて、信しんじられない。」

　となりのふとんに入はいったアンナちゃんに、話はなしかける。

「信しんじられないといえば、愛あい子こさんよ。急きゅうにこんなに大おお人にん数ずうで泊とまりますって言いわれても、いやな顔かおひとつしないし、むしろはりきってパジャマや歯はブラシも人にん数ずうぶん用よう意いしてくれて。」

　感かん心しんするように、アンナちゃんはなんどもうなずいた。




　十二月がつ二十五日にち、〝クリスマスカフェ〟当とう日じつの朝あさ。八時じには起き床しょうして、みんなで朝あさごはんを食たべたあと、あたしたちは、愛あい子こさん、ヘルプで来きてくれた早さ紀きちゃんといっしょに、〝クリスマスカフェ〟で出だす料りょう理りの下したごしらえをはじめた。

　ミートローフや、フライドチキン、ミネストローネ、サンドイッチに、餃ギョー子ザの皮かわで作つくったキッシュ。料りょう理り上じょう手ずな愛あい子こさんとヤマト君くんが料りょう理り番ばん長ちょうとなり、ゆで卵たまごや野や菜さいの切きり方かたにも細こまかい指し示じをとばしてくる。

　リョウマ君くん、コウヘイ君くんもくわわると、人ひと手でが増ふえたぶんだけ作さ業ぎょうもすすみ、おいしそうな料りょう理りがつぎつぎにカウンターにならんだ。

　スタッフは全ぜん員いん、サンタの帽ぼう子しをかぶり、服ふく装そうは赤あかと白しろいものを着きている。赤あかいパーカーやセーターだったり、赤あかと白しろのチェックのスカートだったり……。

　それだけで場ばがはなやいで見みえる。

　ツリーのオーナメントも、最さい後ごのかざりつけを終おえた。

〝クリスマスカフェ〟開かい始しの一時じ間かん前まえ、十六時じになって、受じゅ験けん勉べん強きょうのためにしばらく来こられなかったアヤメちゃんが、カフェにやってきた。

「うっわー！　クリスマスだねえ。すごいじゃん！　本ほん格かく的てきだわ～。」

「アヤメちゃん！」

　みんなのおどろく声こえがかさなった。

「えっ？　そこまでおどろかなくても。たかが何なん週しゅう間かんぶりかのことでしょ。」

　あいかわらずクールなアヤメちゃんは、すたすたカフェの中なかに入はいってくる。

「だって、数すう週しゅう間かんでも大おお昔むかしに感かんじて……。」

　なつかしさがこみあげてくる。

「はいはい。ひさしぶり。」

　アヤメちゃんは照てれたように笑わらい、大おおきな紙かみぶくろをいすの上うえに置おいた。

　あたしはアヤメちゃんに、初しょ対たい面めんとなるヤマト君くんとアンナちゃんを紹しょう介かいする。

「あっ、みんなが話はなしてたとおりのアヤメちゃんだ！」

　アンナちゃんがうれしそうに言いうと、

「みんなは、なんて言いってたの？」

　アヤメちゃんはみんなをギロリと見みまわした。

「ボーイッシュで、姉ねえさんみたいな人ひとだって……。」

　アンナちゃんが笑わらうと、

「ったく～。姉ねえさんってなによ。」

　答こたえたアヤメちゃんも笑わらっている。二人ふたりはすぐにうちとけた。

「ところでさ、これ、だれか着きる人ひとはいない？　うちの父ちち親おやがかなり前まえに、商しょう店てん街がいのイベントで使つかった衣い装しょうなんだけど、今こ年としも使つかわなかったみたいだから、借かりてきた。」

　言いいながら、サンタクロースの衣い装しょうとトナカイの衣い装しょうを広ひろげて見みせた。トナカイの衣い装しょうは二着ちゃくもある。

　みんなから歓かん声せいがあがる。

「これはやっぱり、メンズ三人にんに着きてもらうのが、いちばんぴったりよね!?」

　アンナちゃんがイキイキした目めで、リョウマ君くん、コウヘイ君くん、そして、キッチンにいるヤマト君くんを見みた。

　みんなの視し線せんを感かんじたヤマト君くんは、聞きこえないふりをして視し線せんをそらすと、なにごともなかったかのように、サンドイッチを盛もりつけたお皿さらをカウンターにならべた。

「賛さん成せいっ！　アンナちゃん、ナイスアイディア！」

　あたしはすぐさま手てを上あげる。

「おいっ！」

　ヤマト君くんはジロッとにらむけれど、アンナちゃんはまったく気きにしない。

「でしょ!?　サンタと二頭とうのトナカイと、わたしたちサンタガールズ！」

　こしに手てをあて、アンナちゃんは、かわいらしくポーズをきめる。あたしたち女じょ子しが期き待たいの目めで男だん子し三人にんを見みつめるなか、リョウマ君くんがキッチンへ向むかって歩あるきだす。

「まあ、実じっ際さい問もん題だい、これは大人おとなのサイズだから、おれら男おとこしか着きれないっすよ。それに、見みてくださいよ。あの女じょ子したちのイキイキした顔かお。多た数すう決けつをしても、負まけは確かく実じつ。

　せっかくアヤメも、こんなかさばるものを、三着ちゃくも持もってきてくれたわけだし、おれ、むだにはしたくないっすよ……。」

　リョウマ君くんは大おおげさに悲かなしげな顔かおをして、ヤマト君くんの肩かたをポンポンッとたたいた。カウンター席せきにすわっていたコウヘイ君くんは、すぐさま場ばの空くう気きを読よむ。

「おれ、よろこんでっ、着きさせていただきます。男おとこ三人にん、賛さん成せいっす。」

　高たか々だかと手てを上あげると、女じょ子しも全ぜん員いんで手てを上あげた。

　これが決けっ定てい打だとなり、司し会かい進しん行こう役やくのリョウマ君くんはサンタの衣い装しょうを、ヤマト君くんとコウヘイ君くんは、トナカイの衣い装しょうを着きることになった。

　ヤマト君くんもはじめははずかしそうにいやがっていたけれど、着きなれてくると自じ分ぶんでは姿すがたが見みえないぶん気きにならないのか、いつもどおり手てぎわよく料りょう理りを作つくりつづけていた。

　テンポよく料りょう理りをするクールなヤマト君くんと、耳みみと鼻はなまでついたトナカイ姿すがたとのギャップがおかしくて、女じょ子しメンバーたちの写しゃ真しん撮さつ影えいの餌え食じきになった。

　そして、〝クリスマスカフェ〟がオープンする十分ぷん前まえ。

「ねえ、みんな集あつまって。はじまる前まえに円えん陣じん、くもうよ！」

　アンナちゃんがカフェのまんなかのあいたスペースに立たって、右みぎ手てを出だした。その姿すがたを見みて、みんなもアンナちゃんの出だした右みぎ手てに、自じ分ぶんの右みぎ手てをかさねていく。

　全ぜん員いんが集あつまったところで、アンナちゃんが向むかいに立たっているあたしを見みた。

「さっ、ハナビちゃん。なにかひとことっ！」

「えっ!?　あたし？　えっと、ひとこと……？　えっと……。」

　とつぜん言いわれて、あわてる。どうしよう、ひとこと？　言いいたいことは山やまほどあるけど、今いまこの場ばで、なにを、どう言いえばいいの!?

　となりにいるティナちゃんがあたしを見みる。

「ハナビ、むずかしく考かんがえる必ひつ要ようはないから。今いま、思おもってることを言いえばいいのよ。」

「今いま、思おもってること……。」

　あたしはつぶやく。それなら、あれしかない。

「あのね、あたしにとって、ここは居い場ば所しょなの。だけど、みんなにとってもそうなんじゃないかって、そうだったらうれしいなって思おもったの。」

「わたしも、ここが居い場ば所しょです～！」

　カレンちゃんがふざけたように言いった。

「わたしなんて、ここしかないよ。」

　ナナミちゃんはしみじみと言いう。

「ハナビ、なにあたりまえのこと言いってんだよ。みんなも同おなじ気き持もちだから、ここに来きてんだろ。」

　リョウマ君くんがみんなを見みまわすと、みんなも深ふかくうなずいている。アンナちゃんも。

「じゃあ、きょうは、思おもいっきり楽たのしんじゃおう！」

　今いまの思おもいをこめて、あたしは大おお声ごえでさけび、みんなといっしょに右みぎ手てをつきあげた。




〝クリスマスカフェ〟がオープンして、三十分ぷんで、カフェは満まん席せきになった。会かい場じょうには、はじめて見みる顔かおぶれもたくさんいた。

　今こん回かいは、『三さん丁ちょう目めカフェ』によく来きている常じょう連れんさん以い外がいに、日ひごろお世せ話わになっている近きん所じょの人ひとたちにも声こえをかけたので、裏うらのマンションに住すんでいる人ひとたちも来きている。

　その中なかでも、大おおきなクリスマスツリーは注ちゅう目もくのまとで、写しゃ真しんを撮とったり、オーナメントに書かかれた願ねがいごとを読よんだりしている人ひともいた。

　入いり口ぐちで席せきの案あん内ないをする係かかりをしているとき、ちょうどクラスメイトの小こ林ばやし也や哉や子こと弟おとうとの翔しょう太た君くんがやってきた。

「あっ！　小こ林ばやしさん！　来きてくれたんだ。」

　ヤヤコに声こえをかけると、

「翔しょう太たがどうしてもって、行いきたがるから。」

　しれっと答こたえて、会かい場じょうを見みわたした。ヤヤコのとなりで、翔しょう太た君くんがあたしを見みながら、「うそうそ、姉ねえちゃんのほうが行いきたがってた。」と首くびをふりながら言いう。

　ヤヤコは翔しょう太た君くんの頭あたまを指ゆびでツンとおすと、カフェの中なかをキョロキョロと見みる。

「けっこう人ひとが入はいってんじゃん。あ、鈴すず木き先せん輩ぱい！」

　サンタ姿すがたのリョウマ君くんを見みて、声こえのトーンをあげた。

「あ、うん。きょうはあのかっこうで、トナカイといっしょにライブもするよ。」

「うっそっ！　バスケ部ぶのみんなに、写しゃメ、送おくらなきゃ。」

　スイッチが入はいったのか、ヤヤコは翔しょう太た君くんを置おいて、さっさとリョウマ君くんのもとへ行いってしまった。翔しょう太た君くんはため息いきまじりに笑わらってみせ、『夜よるカフェ』小しょう学がく生せいメンバーの友ともだちの輪わの中なかに入はいっていった。

　ふだんから、話はなし上じょう手ずのリョウマ君くんの進しん行こうで、プログラムはスムーズにすすんだ。

　去きょ年ねんの夏なつにやった『夜よるカフェス』でも、子こどもたちの心こころをがっちりつかんでいる。リョウマ君くんの魅み力りょくは、受じゅ験けん生せいになった今いまでもおとろえてはいない。

　ライブがはじまり、パーカッション担たん当とうで登とう場じょうしたコウヘイ君くんも、バンドのライブで人ひと前まえに立たつのは、なれているみたいで、二人ふたりがからんだトークのキレはばつぐんだ。

　おまけにサンタとトナカイの衣い装しょうがあいまって、まるで漫まん才ざいを見みているかのようだ。二人ふたりに乗のせられ、お客きゃくさんたちも自し然ぜんとクリスマスソングをいっしょに歌うたったり、笑わらったり楽たのしんでいる。

「あいつら、すごいな。」

　料りょう理りを出だし終おえ、キッチンから出でてきたヤマト君くんが、リョウマ君くんたちのかけ合あいを見みながら感かん心しんする。

「ヤマト君くんも、とび入いり参さん加か、オッケーよ！」

　あたしはぐっと親おや指ゆびをつきあげてみせる。

「オッケーじゃねえよ。」

　ヤマト君くんはふっと笑わらって、あたしがかぶっているサンタ帽ぼうをくしゃっとつぶした。

　ステージになっているスペースに、〝グラスハープ〟を演えん奏そうするアンナちゃんが登とう場じょうする。

　水みずを入いれたグラスのふちを、ぬらした指ゆびでなぞりながら、アンナちゃんはしっとりと『きよしこの夜よる』をかなでる。

　お客きゃくさんも、あたしたちもうっとりして聴きき入いった。アイシングクッキーも、「おいしい！」とか「かわいい！」と声こえがあがり、喜よろこんでもらえた。

〝クリスマスカフェ〟は大だい成せい功こうのうちに終おわった。
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「それでは、みなさん！　〝クリスマスカフェ〟、おつかれさまでした～！」

　あたしはジュースが入はいったグラスを、高たか々だかと上あげた。

「おつかれさま～！」

　ティナちゃんも、ヤマト君くんも、アンナちゃんも、リョウマ君くんも、ほかのみんなもあとに続つづいて、グラスをぶつけ合あった。

　かたづけを早はや々ばやと終おわらせ、今いまはちょっとした〝打うちあげ〟タイムだ。

　自じ分ぶんたちが食たべたり飲のんだりする時じ間かんはほとんどなかったので、お腹なかをすかせたみんなは、残のこりの料りょう理りと、愛あい子こさんとヤマト君くんが作つくってくれたピザにむらがっている。

「ピザはまだあるから、そんなにがっつかなくても、だいじょうぶだよ！」

　焼やきたてのピザを持もったヤマト君くんが、みんなの食しょく欲よくを見みておどろいている。

「や、べつにいそいでいるわけじゃないけど、とにかく腹はらがへって、腹はらがへって。なあ、ナナミ。おまえも、きょうはずっと歩あるきまわってたもんな。」

　背せが高たかいリョウマ君くんとコウヘイ君くんのあいだにいるナナミちゃんが、ピザにかじりつきながらうなずく。その姿すがたがかわいらしくて、あたしはこっそり写しゃ真しんを撮とった。すると、カレンちゃんがすぐに声こえをはりあげる。

「あ、そうだ。きょう、撮とった写しゃ真しんはぜんぶ、ＬＩＮＥラインのアルバムにあげてくださ～い！　アルバムは今いま、作つくったからそこに入いれてってね！　ちょっと、聞きいてる～？」

　みんなはピザを食たべながら、ふんふんうなずいてこたえる。

　あたしがそんなみんなの様よう子すを、カウンター席せきによりかかってながめていると、お皿さらにピザを二枚まいのせたアンナちゃんが、となりにやってきた。

「ほんと、カレンちゃんはこういう仕し事ごとが早はやいよね。」

　そう言いうと、アンナちゃんはピザを一枚まい、あたしにわたした。

「はい、ハナビちゃんもどうぞ。」

「わあ、アンナちゃん、ありがとう！」

　アンナちゃんからピザを受うけとり、あたしもかじりついた。カフェを見みわたして、アンナちゃんが言いう。

「それにしても、楽たのしかった～！　きのうの朝あさは、オーナメントがなくてどうしよう、と思おもったけど。遠とおい昔むかしにすら感かんじる。」

「ほんとだ。いろんなことが起おこりすぎて……。大たい変へんだったけど、またすぐにやりたくなっちゃうんだよね。きょうもね、お客きゃくさんから『またやってください。』『次つぎはいつですか？』って、けっこう聞きかれたよ。」

「次つぎは節せつ分ぶんだから、豆まめまき大たい会かいとか？　〝オニ・フク対たい抗こう豆まめまき合がっ戦せん〟とか、どう!?」

　アンナちゃんが目めをかがやかせる。

「豆まめまき合がっ戦せん！　それ、おもしろそう！」

　アンナちゃんと話はなしていると、これからいっしょにどんなことができるのか、ワクワクしてくる。

「アンナちゃん、ありがとう。またぜひ、遊あそびに来きてね！　お泊とまり会かいも！」

「うん。わたしのほうこそ、ありがとう。す～っごく楽たのしかったから、またすぐに来くる。」

　ニコッと笑わらって、アンナちゃんは手てを差さし出だした。あたしもその手てをにぎりかえすと、アンナちゃんが急きゅうに手てを引ひっぱった。そして、

「ヤマトのこと、がんばって！」

　にっこりして小こ声ごえで言いい、みんながいる輪わの中なかにもどっていった。




　打うちあげ会かいは早はやめの時じ間かんで終おわり、八時じ半はんをすぎたころ、みんなは帰かえっていく。あたしとヤマト君くんは外そとまで見み送おくった。

　わかれぎわに、年としが明あけたら〝新しん年ねん会かい〟をやろうということがきまり、アンナちゃんともまたすぐに会あう約やく束そくができた。

　でも、年としが明あけたら、もうヤマト君くんはアメリカへ帰かえってしまっている。そう思おもうと、急きゅうにさびしくなった。風かぜが強つよいせいか、星ほしがキラキラとかがやいて見みえる。

「星ほし、キレイだな。」

　ふいに、となりにいたヤマト君くんがつぶやいた。

「ほんと。空くう気きがすんでるから、はっきり見みえるね。」

　あまりのキレイさに、思おもわずため息いきがもれる。

　今こ年としもあと一週しゅう間かんで終おわる。ヤマト君くんといっしょにいられるのも、あと一週しゅう間かん……。

「少すこし、散さん歩ぽでもするか？」

　ヤマト君くんがあたしを見みる。

「するっ！」

　すぐに答こたえた。いちど部へ屋やにもどってコートを着きると、つくえの上うえに置おいてあったヤマト君くんへのプレゼントを手てに取とった。アンナちゃんからも手てぶくろをもらっていたけれど、それでもわたしたい。今こん夜や、ちゃんとわたすんだ。

　プレゼントをショルダーバッグにつめて、外そとへ出でた。

　先さきに玄げん関かんで待まっていたヤマト君くんと二人ふたりで家いえを出でて、目もく的てきもなく歩あるきだした。歩あるいているあいだに、いろんな話はなしをした。

　きょうの〝クリスマスカフェ〟のこと、ティナちゃんちで〝イブイブ〟パーティーをしたこと、インフルエンザがつらかったこと、ナナミちゃんの家いえ出で事じ件けん、それからティナちゃんがＳエスＮエヌＳエス事じ件けんで大たい変へんだったこと。話わ題だいはどんどんさかのぼる。

　ヤマト君くんがアメリカへ行いってからの一年ねん半はんという時じ間かんを、少すこしでもうめるように、そのあいだに話はなしたかったことを話はなした。ヤマト君くんも、あたしに見みせたいと思おもっていた景け色しきや、友ともだちの写しゃ真しんを見みせてくれた。

「あのね、ヤマト君くん。ひとつお願ねがいがあるの。」

　今いままでずっと言いえずにいたことも、今いまなら言いえる。

「ヤマト君くんが写うつってる写しゃ真しん、もっと送おくってほしいの。」

「え？　おれの写しゃ真しん？」

「うん。だって……。もっと顔かおが見みたいから……。」

　言いっちゃった。ついに、お願ねがいしちゃった～。ドキドキしながら、チラッと見みあげると、

「…………」

　ヤマト君くんは照てれた顔かおをかくすように、うつむいて答こたえる。

「わかった、送おくるよ。そのかわりハナビも送おくれよ。おまえだって、いつもティナちゃんやみんなの写しゃ真しんばかりで、自じ分ぶんが写うつってる写しゃ真しんは少すくないんだからな。」

「えっ!?　そうだったの？」

「そうだよ。気きづいてなかったのか？」

「写うつってるつもりだった……。」

「なんだ、それ。」

　なんだ。こんなことなら、もっと早はやくにお願ねがいしていればよかった。

　二人ふたりで夢む中ちゅうで話はなしているうちに、いつのまにか二ふた駅えき先さきの大おおきな街まちまで来きていた。すると、大おおきなクリスマスツリーの前まえを通とおりかかった。それは、ヤマト君くんのプレゼントを買かった帰かえり道みちで見みかけたクリスマスツリーだ。

　今いまだ！　そう思おもって、あたしは勇ゆう気きをふりしぼってヤマト君くんに言いった。

「あのっ、ヤマト君くん！　あのね、あたし、ヤマト君くんにわたしたいものがあるの。」

「おれに？」

「うん……。」

　バッグからプレゼントを取とり出だして、ヤマト君くんにわたした。

「ありがとう。」

　ヤマト君くんが目めをかがやかせる。

「開あけていい？」

「うん、もちろん。あっ、でもね……。」

　少すこし、ふし目めがちに答こたえる。ドキドキして、まともにヤマト君くんの顔かおも見みられない。フタを開あけたヤマト君くんが手てを止とめる。

「手てぶくろだっ。ありがとう、ハナビ。」

「で、でもね、それね、本ほん物もののムートンじゃないのっ。」

「そんなの、関かん係けいないよ。」

「あ、あの、でも……。手てぶくろはもう、持もってたりするよね……？」

　おそるおそるヤマト君くんの顔かおをのぞくと、ヤマト君くんはびっくりして目めを見み開ひらいている。

「えっ!?　ああ、アンナのお母かあさんからも、手てぶくろ、もらったけど。」

「ええっ!?　お母かあさんから!?」

　アンナちゃんじゃなくて、お母かあさんからもらったものだったの？　あたし、ぜんぶかんちがいしていた!?

「おまえ、知しってたのか？」

「あっ、うん……。あの、アンナちゃんからプレゼントの箱はこをわたしてもらってるの、たまたま見みかけちゃったの……。」

　しどろもどろで答こたえる。

「それで、おまえ、アンナにヤキモチやいたのか……。」

　ヤマト君くんがニヤリと笑わらい、手てぶくろを両りょう手てにはめる。

「バッチリ！」

　両りょう手てを広ひろげてみせたあと、あたしのほっぺをぎゅっとはさむ。

「あったかいよ。ありがとう。」

　やさしくほほえんだ。

「おれからも、ハナビにわたしたいものがあるんだ。」

　ヤマト君くんは手てぶくろをいちどはずし、コートのポケットからラッピングされた小ちいさな箱はこを取とり出だして、あたしに差さし出だした。

「あっ、ありがとう……。」

　うれしい……。ドキドキしすぎて、ラッピングがうまくはがせない。やぶれないように、あたしはそっとテープをはがし、箱はこを開あけた。

「あっ……。」

　中なかから出でてきたのは、星ほしのチャームのネックレスだった。シルバーの大おおきな星ほしと、キラキラしたストーンがついた小ちいさな星ほしが、ふたつならんでいる。

「…………」

「ハナビ……？」

　ヤマト君くんが不ふ安あんげな顔かおでのぞく。

「うれしい……。ヤマト君くん、ありがとう。」

　ネックレスがあまりにもキレイで、なによりヤマト君くんがあたしのために選えらんでくれたことがうれしくて、言こと葉ばにならない。

「よかった。」

「つけてもいい？」

　あたしはマフラーをはずしながら聞きいた。

「うん。」

　照てれくさそうに笑わらって、ヤマト君くんがあたしのすぐ側そばによる。そして箱はこからネックレスを取とり出だすと、うでをまわして、あたしの首くびにかけた。

「自じ分ぶんでもびっくりだ。こんなにハナビのことを好すきになるなんて……。」

「えっ……。」

「どんどん好すきになる……。」

「ヤマト君くん……。」

　かすかな声こえでよぶと、ヤマト君くんの顔かおが近ちかづいてくる。そして──、

　あたしのおでこに、ヤマト君くんのくちびるがふれた。

「メリークリスマス！　ハナビ！」

「メリークリスマス！」

　言いいながら、ポロリと涙なみだがこぼれおちた。
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あとがき







　みなさん、こんにちは！　お元げん気きですか？

　今いまほど、この言こと葉ばが身みにしみることはなかったような気きがします。

　２０２０年ねんの始はじまりには、まさかこのようなできごとが待まち受うけているとは、思おもいもよらなかった……。

　新しん型がたコロナウイルスの報ほう道どうがされ始はじめたころ──それこそ最さい初しょは、遠とおい対たい岸がんのことだと思おもっていたけれど、みるみるうちに日に本ほん、世せ界かいへと広ひろまって、いまや毎まい日にちハラハラしたり、ウツウツしたりで、ずっと落おち着つかない日ひ々びが続つづいています。

　みんなも、学がっ校こうがとつぜんお休やすみになって、そのために大たい切せつな卒そつ業ぎょう式しきや入にゅう学がく式しきなどの行ぎょう事じが延えん期きや中ちゅう止しになったりして、悲かなしくつらい思おもいをたくさんしたんじゃないかと思おもいます。

　学がっ校こうに行いきたくても行いけず、友ともだちと遊あそびに行いきたくても行いけず、旅りょ行こうを断だん念ねんせざるを得えなかった人ひとたちも多おおかったんじゃないでしょうか。

　わたしも、楽たのしみにしていた東とう京きょうオリンピックやパラリンピックが延えん期きになってしまって、悲かなしかった～。

　でも、こんな時ときこそ元げん気きを出だして、今いままではできなかったことをやってみようと、いろいろ試ためしてみたんです。家いえにいることが多おおいから、ストレッチ体たい操そうを始はじめてみたり、今いままで作つくったことのない料りょう理りに挑ちょう戦せんしてみたり、読よみたかった本ほんを読よんだり……。

　そんなことをしているうちに、はたと気きがついたんです。この新しん型がたコロナの影えい響きょうで、自じ分ぶんの中なかに一つ大おおきな変へん化かが起おこっていたことに。

　今いままで当とう然ぜんのようにできていた、当あたり前まえだと思おもっていたことが、当あたり前まえじゃなかったんだと気きづけたんです。

　毎まい日にち、学がっ校こうや仕し事ごとに出でかけられること、マスクやほしいものがすぐに手てに入はいること、友ゆう人じんと会あえること、好すきな映えい画がを観みられること、おいしいものを食たべに行いけること、家か族ぞくや友ゆう人じんと旅りょ行こうやテーマパークに出でかけられること──。

　これらすべてができなくなって初はじめて、当あたり前まえにできていた日ひ々びがものすごくありがたいことだったんだってわかりました。

　だから、また以い前ぜんのような生せい活かつにもどることができたときには、前まえよりもずっとずっと幸しあわせをかみしめられると思おもいます。

　また、毎まい日にちのささやかなできごと、人ひとと人ひととの出で会あいや交こう流りゅうを、私わたしは物もの語がたりをとおして、ずっと書かきつづけてきたんだなって、あらためて実じっ感かんしました。

　それに、大たい切せつにしたいことがあるからこそ、元げん気きを出だしてがんばっていこう、と思おもえるってことも。

　今こん回かいのことで、自じ分ぶんの書かきたいこと、やりたいことが以い前ぜんよりも、ギュギュギュッと明めい確かくになった気きがします。




　この『夜よるカフェ』シリーズも、主しゅ人じん公こうハナビを中ちゅう心しんに、日にち常じょうで起おこるさまざまな出で会あいやできごとをえがく物もの語がたりです。

　今こん回かいの６巻かんでは、ハナビの大だい好すきなヤマト君くんが、クリスマス前まえにアメリカから一いち時じ帰き国こくすることによって、夜よるカフェにいろんなことが巻まき起おこっていきます。

　クリスマスの雰ふん囲い気きを、とってもステキに描かいてくださったイラストのたま先せん生せい、本ほん当とうにありがとうございました。

　いつものようにハナビやヤマト君くん、ティナやリョウマ君くんたちもかわいい＆アンドカッコイイ！

　ハナビたちがクリスマスプレゼント用ように作つくったアイシングクッキーですが、わたしも実じっ際さいに作つくってみましたよー！（巻かん末まつにレシピがのっています）。

　不ぶ器き用ようだし、絵えを描かくのがニガテなので、なかなか苦く戦せんしましたが、とっても楽たのしかったので、ぜひみなさんも挑ちょう戦せんしてみてね。




　この本ほんが出でるころには、日に本ほんや世せ界かいに、少すこしでも希き望ぼうが見みえていますように。

　心こころからの祈いのりを込こめて──。


倉くら橋はし燿よう子こ







読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部






この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』『小説　聲の形（全２巻　原作・大今良時）』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　スマホゲーム「＃コンパス～戦闘摂理解析システム～」のマルコス'55のキャラクターデザインも手がける。





本作品は、二〇二〇年五月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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二〇二〇年六月一日発行

倉くら橋はし燿よう子こ

©Yôko Kurahashi 2020


発行者　渡瀬昌彦

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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